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2 また，学童保育実践の保育としての価値が論じられることもある（石原 1997）。さらに，近
年では，教育と福祉，ケアなど複合的な機能を有するものとして意味づけられることも多い

























































































































































セ教育総合研究所が 2013 年 11 月に全国の小学５年生から高校３年生に行った調査によると，
「忙しい」と感じている子どもは，小学生で 51.2％，中学生で 64.8％，高校生で 70.4％と，ど
の学校段階でも半数を超えている。また，「もっとゆっくりすごしたい」と感じている子ども


















                                               
4 木村聡「第 57回「ゆとり」がない子どもたちの放課後－多忙な子どもたちの生活時間を考
える－」2014年 9月 22日掲載URL：https：































































                                               




















































                                               




図１－１ 放課後子ども教室（ただし，2014 年度以降は「放課後子供教室」）の実施状況9 
  

























図１－２ 平成 29 年度都道府県別「放課後子供教室」の実施状況10 
  
                                               
10 平成 29年度実施状況 http：//manabi-
mirai.mext.go.jp/assets/files/pdf_h29zisshijoukyou/H29houkagozisshijokyoshogakkou.pdf

























いる。2017 年５月時点において，放課後児童クラブの設置ヶ所数は 2 万 4,573 ヶ所であり，
利用児童数は 117万 1,162 人である（図１－３）。潜在的待機児童は約 50万人いると言われ
ており，放課後児童クラブのニーズは高まっている。共働き家庭の増加は著しく，また，社会
的な意識も共働き家庭を後押しするものとなっている（図１－４，図１－５）。 




















                                               
13 内閣府『平成 29年版 男女共同参画白書』http：
//www.gender.go.jp/about_danjo/whitepaper/h29/zentai/html/zuhyo/zuhyo01-00-06.html







                                               
14 内閣府『平成 29年版 男女共同参画白書』http：
//www.gender.go.jp/about_danjo/whitepaper/h29/zentai/html/zuhyo/zuhyo01-00-06.html



























































                                               




























                                               






































































































































































































































































































































































げられており，調査した 23 事例中 4 事例において積極的な連携が行われていることを明らか








































































































































































































































































                                               








































































































































































































































































                                               
32 また東は，同書の事例を分析する中で，組織間コラボレーションにおける対等性が確保さ
れ，また維持されるのは，コラボレーション開始時に「危機感」を持ち，協働活動の中に





























































































ている（編集部 1974「編集後記」創刊号，92頁）。  
34 編集部（1976）「新規格・新連載に御期待を!!―「日本の学童ほいく」来月より毎月発行に
―」11-12月号，65頁 







いかなる特集が組まれていたのか整理する。1974年６月号から 2009年 12月号までの 412号
分の特集テーマを対象としコード化を行った。データ集約について佐藤（2008）の質的データ
分析法における定性的コーディングの手法を用いた。また，そこから得られたコードを KJ 法

























表４－１ 法・制度カテゴリ  ー
年・月 テーマ 
1977年 8月 児童福祉法 30年と学童保育 
1979年 1月 学童保育と国際児童年 
1996年 11月 学校五日制と学童保育 
1998年 9月 法制化とわたしのまちの施策 
2002年 11月 学校五日制でどうなった？ 























































表４－３ 学校カテゴリ  ー
年・月 テーマ 関係 先生 学力 新学期 夏休み 
1974年 4月 Ⅰ新学期をむかえて    ○  
1974年 6月 学校と学童保育 ○     
1975年7,8月 夏休みの生活     ○ 
1976年 3,4月 １学童保育の新学期    ○  
1976年5,6月 行事づくりと夏休みの計画     ○ 
1977年 4月 学童保育の新学期    ○  
1977年7月 夏休みを楽しく工夫     ○ 
1977年 9月 学校の先生と学童保育  ○    
1978年 4月 新学期の子どもたち    ○  
1978年7月 夏休みの生活づくりと運営     ○ 
1979年 4月 新学期の生活づくり    ○  
1979年7月 夏休みの生活・行事     ○ 
1979年 9月 学童保育から考える学校施設 ○     
1979年 12月 学童保育運動と教師集団  ○    
1980年 4月 新学期の生活と父母会    ○  
1983年 11月 学童保育と学校 ○     
1984年 6月 いまから夏休みの計画を     ○ 
1984年 7月 学力を考える   ○   
1985年 6月 学校とのかかわり ○     
1986年 7月 学校と学童保育のかかわり ○     
1992年 7月 夏休みをたのしく     ○ 
1992年 9月 生きる力と学力   ○   
1995年 7月 学校の中の学童保育 ○     
1999年 7月 学校の先生ともいっしょに育てたい  ○    
2000年7月 なつやすみ     ○ 
2000年 8月 悩んでます子どもの学力   ○   
2005年 4月 新学期，からだと話そう！    ○  
66 
 
2005年 9月 学力―学ぶ楽しさを子どもたちに―   ○   
2006年 4月 春☆親子でようこそ学童保育    ○  
2007年 3月 子どもが“まんなか”学校と学童保育 ○     
2008年 4月 春，はじまるよ☆親子でドキドキ学童保育    ○  






















 関係 先生 学力 新学期 夏休み 小計 
1970年代 2 2 0 5 5 14 
1980年代 3 0 1 1 1 6 
1990年代 1 1 1 0 1 4 
2000年代 1 0 2 3 2 8 





表４－５ 塾カテゴリ  ー
年・月 テーマ 
1982年 11月 いま，なぜ塾なのか 


















表４－６ 自治体カテゴリ  ー
年・月 テーマ 
1986年 9月 自治体交渉 
1987年 9月 要求づくりと施策の改善 
1990年 8月 自治体・議会への運動 
1992年 8月 自治体に向けての運動 
1993年 9月 施策をめぐる動きと改善運動 
1997年 10月 わたしのまちの学童保育施策 






















表４－７ 家庭生活カテゴリ  ー
年・月 テーマ 家庭 学習 就労 食 家事 他 
1979年 3月 子どもにとって家庭とは ○      
1980年 6月 家庭学習はなんのためにどうすすめるか  ○     
1980年 12月 お小遣いを考える      ○ 
1981年 12月 おかあさんどうして働くの？   ○    
1983年 7月 安全で豊かな食生活のために    ○   
1983年 9月 働くものの家族   ○    
1984年 5月 学童保育から帰った子どもたち ○      
1987年 6月 働く者の子育てと地域   ○    
1987年 10月 勉強をどうしてますか  ○     
1987年 11月 家事と子ども     ○  
1988年 8月 働く女性のねがいと課題   ○    
1988年 11月 働く家庭の子育て   ○    
1989年 7月 仕事とわたし   ○    
1991年 3月 働くことを語る   ○    
1991年 5月 働きながらの子育て   ○    
1994年 3月 家族 ○      
1996年 5月 いっしょに家事・子育て     ○  
1996年 10月 わたしと仕事   ○    
1998年 11月 食事，楽しんでいますか？    ○   
2000年 11月 家庭ってなんだっけ ○      
2003年 10月 これって虐待！？      ○ 
2003年 12月 家事をいっしょに…     ○  
2006年 1月 親子の距離は良いかんじ      ○ 
2006年 6月 おつかいとお手伝い      ○ 
2006年 7月 食をたのしむ    ○   
2007年 1月 軌跡！働きながらの子育て   ○    





















表４－８ 子育てカテゴリ  ー
年・月 テーマ 
1979年 5月 みんなで子育て 
1983年 5月 共同の子育て 
1984年 8月 子育ての願いと平和 
1987年 5月 子育て，このすばらしき仲間 
1987年 6月 働く者の子育てと地域 
1988年 5月 みんなで子育てつくる父母会活動 
1988年 11月 働く家庭の子育て 
1989年 9月 地域と子育て，学童保育 
1990年 5月 子育てを話そう 
1990年 11月 子育てと地域でのつながり 
1991年 5月 働きながらの子育て 
1996年 3月 子育て情報がいっぱい 
1996年 5月 いっしょに家事・子育て 
1997年 8月 お金と子育て 
1998年 10月 さよなら“ひとりぼっち”の子育て 
1999年 6月 この指とまれ，子育てなかま 
2001年 5月 みーんな子育て仲間 
2001年 11月 不況の今支えあって子育て 
2004年 1月 ことばと子育て 
2004年 3月 地域で子育て・親育ち 
2004年 12月 シングルで子育てしているよ 
2007年 1月 軌跡！働きながらの子育て 
2007年 5月 子育てでつながって 
2007年 8月 子育て…父さんもちょっとは考えた 
2008年 5月 今日こんなことがあったよ－伝え合って子育て－ 
2008年 10月 仕事・子育て・学童保育 














表４－９ 放課後カテゴリ  ー
年・月 テーマ 
1975年 9,10月 放課後のあそび 
1983年 8月 放課後！学童保育と児童館 



























表４－１０  児童館カテゴリ  ー
年・月 テーマ 
1977年 11月 児童館を考える 
1980年 11月 児童館の役割と活動内容 
1982年 10月 学童保育にとって児童館は 
1983年 8月 放課後！学童保育と児童館 
1985年 12月 児童館を地域のものに 
1986年 10月 児童館を考える 
1988年 3月 学童保育・児童館のかかわり 














表４－１１ 全児童対策事業カテゴリ  ー
年・月 テーマ 





表４－１２ 放課後子どもプランカテゴリ  ー
年・月 テーマ 



































































































                                               
41 大畑佳司（1977）「いま，親にいちばん問われているもの」第 18号 




























                                               
43 服部潔（1985）「一年生のこころとからだ」第 116号 
44 半田幸子（1980）「いっしょに歩きましょう」第 56号 
45 以下，特集論文の引用の際，改行については「 ／ 」を用いて示す。 
46 森井徳和（1991）「仕事と生活のリズムを大切に」第 191号 
47 乾孝（1978）「家事分担の大切さについて」第 30号 
48 西谷美恵子（1978）「指導員の意見」第 30号，松本紀子・金子章子・諏訪愛子・野中賢治






























（佐藤 1974）。  
 
 また，奥村は，母子家庭のため学童保育を利用したことによる「経済的な負担は

































                                               
51 千鳥児童会（1974）「集団生活から優れた社会性を―千鳥児童会の場合（名古屋）―」第３
号 





























                                               
53 平塚夕子（1995）「宿題は一人ひとりに即して―生活の課題のひとつとして―」第 243号 
54 西田克美（1988）前掲 
55 松本義廣（1988）「忙しいけれど思いを語り知恵を出そう」第 153号 
56 酒匂一雄（1982）「子育て，発達，塾・おけいこ」第 87号 





























                                               
58 村山士郎（1991）「かしこい子どもを育てる生活づくりのみなおし」第 191号 

































                                               
62 酒匂一雄（1982）前掲 
63 前野潤一（1992）「本音で語り合える大人の集団を」第 205号 

































                                               
65 丸木正臣（1974）上掲  




童保育でたいせつにしていること―」第 166号  

























                                               
71 志摩陽伍（1977）「民主的交わりと自立」第 26号  
72 茂木俊彦（1992）「子どもの生活と発達」第 201号  
73 豊丹生信明（1983）「今日の学校と学童保育」第 99号  
74 川内芳隆（1991）「子どもたちと共に歩んで」第 193 号，千葉幸子（1987）「新米指導員
奮闘記」第 139号，茂木俊彦（1989）「障害児の発達をうながす保育実践のために」第 162号，
堀内光代（1989）「ゆっくりと，あせらず，長い目で」第 164号 
75 木津川計（1984）「“貧しい下流”という自覚から再出発」第 112号  



































                                               
りました。』」第 156号 





































83 たけやまクラブ（1985）「実務連絡を大切に」第 118号  
84 下浦忠治（1985）「クラブの生活を通信で伝えながら」第 118号 
85 滝野治（1977）「学童保育での夏休みの勉強」第 23号 





























                                               
87 豊丹生信明（1976）「担任教師からみた一年生―親・教師にのぞむこと―」第 12号 
88 伊藤一（1980）「家庭学習を生活の中に」第 58号，坂元忠光（1980）「能力・学力の発達
と家庭生活」第 58号  



























                                               
90 齋藤浩志（1992）「生きる力と学力のかかわり」第 205号 





92 編集部（1985）「学童保育が学校に求めているもの」第 118号  































                                               
94 坂本満枝（1974）上掲 






























                                               
96 若山克（1995）「余裕教室借用がようやく実現」第 239号 
97 熊井清子（1995）「六か月更新で教室利用―話しあいを重ねて―」第 239号 




























                                               
99 青木圭介（1985）「それぞれの独自活動と共同活動のかかわりが困難」第 124号 
100 中田久（1985）「二人の厚生員が児童館と学童保育を兼任」第 124号 
101 編集部（1995）「児童館と学童保育のかかわり」第 244号 
102 中田久（1985）前掲 
103 保坂誠（1988）「児童館から再び共同保育」第 151号 






























































                                               
108 編集部（1988）「児童館とのかかわりを考える」第 151号，編集部（1995）前掲 
109 難波正二（1977）「民間社会福祉施設内に児童館を」第 27号 
110 新井公子（1977）「天川学童保育と児童館」第 27号 


































































                                               



















































































































































































































































































                                               
128 本調査対象自治体の人口数の分布は，5千人未満が 23.8%，5千人以上 1万人未満が
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26.9 67.7 0.8 4.6
0% 20% 40% 60% 80% 100%
％


























































































































































































































































































































































































































































アドバイザーは，「退職教員（教職経験者）」が 28.2%，「地域の高齢者」が 24.3%，「PTA 関係
者」が 18.4 であった（N=440）。ボランティアは，「地域の高齢者」が 17.2%，「PTA 関係者」
が 12.4%，「高校生・大学生」が 9.2%であった（N=781）。放課後児童クラブ指導員は，「保育










































































































































































































































































































































                                               
134 本調査対象自治体の人口数の分布は，5千人未満が 23.8%，5千人以上 1万人未満が








































α ＝.838 α ＝.761 α ＝.701
11.スポーツや文化活動の体験教室を充実させること .745 .912 -.151 -.030 2.96 .784
12.地域の大人や異年齢の子どもとの交流を支援すること .724 .907 -.116 -.068 3.04 .807
10.昔遊びや集団遊び等、子どもの遊びの内容の多様化を図ること .404 .569 .111 .043 3.08 1.091
8.放課後対策に関わる人々や機関のネットワークをつくること .380 .550 -.038 .151 2.56 .915
7.異なる放課後児童対策間の連携を図ること .454 .519 .191 .120 2.45 .964
9.子どもの遊び場・居場所づくりを支援すること .357 .490 .215 .003 3.23 .745
6.子育て相談等を通じて、地域で子育てしている家庭を支援すること .310 .448 -.021 .202 2.72 .924
1.待機児童を解消すること .608 -.103 .784 .070 3.22 .958
2.延長保育等、保育時間の幅の拡大を図ること .549 -.117 .744 .083 2.97 .922
3.障害児保育等、さまざまな子どもを受け入れること .613 .244 .743 -.287 3.30 .818
4.4年生以上の児童の保育等、保育サービスの幅の拡大を図ること .312 -.022 .400 .293 2.54 .933
14.学習塾や語学教室等のような、多様な教育の場を提供すること .588 .077 -.085 .755 1.77 .795















































α ＝.823 α ＝.805 α ＝.822
8.放課後対策に関わる人々や機関のネットワークをつくること .743 .921 -.020 -.082 2.62 .736
7.異なる放課後児童対策間の連携を図ること .610 .841 .083 -.159 2.48 .723
6.子育て相談等を通じて、地域で子育てしている家庭を支援すること .480 .506 .197 .118 2.88 .691
12.地域の大人や異年齢の子どもとの交流を支援すること .550 .502 -.176 .370 2.99 .673
3.障害児保育等、さまざまな子どもを受け入れること .652 -.102 .802 .122 3.23 .704
2.延長保育等、保育時間の幅の拡大を図ること .528 -.008 .761 -.130 3.17 .699
1.待機児童を解消すること .479 .112 .661 -.055 3.03 1.004
4.4年生以上の児童の保育等、保育サービスの幅の拡大を図ること .437 .069 .521 .207 3.01 .716
5.保育計画を策定して、保育内容を充実させること .481 .363 .408 .081 2.82 .709
13.宿題の補助等、学校教育を補完すること .578 -.187 .070 .846 3.18 .733
14.学習塾や語学教室等のような、多様な教育の場を提供すること .487 -.144 .130 .734 2.59 .753
11.スポーツや文化活動の体験教室を充実させること .688 .287 -.207 .670 3.02 .707













































α ＝.740 α ＝.678
8.大学生の多い地域 .618 .696 -.288 1.99 .833
2.子育て中のお父さんやお母さんが多い地域 .383 .620 .009 2.66 .724
5.「転勤族」が多い地域 .464 .593 -.269 2.13 .693
9.地域団体やサークルが充実している地域 .310 .544 .208 2.63 .643
3.子どもの教育に対する期待が高い地域 .313 .512 .300 3.06 .631
6.勤労しているお母さんが多い地域 .279 .510 .218 3.03 .585
1.気軽に子どもを預けられるつながりのある地域 .418 .097 .651 2.80 .690
7.自治会や子ども会などのつながりが強い地域 .414 .038 .647 2.94 .609
10.お年寄りの多い地域 .393 -.075 .613 3.35 .616







































































































































































































































































































































































































































































































施している I 県 M 市において調査を行った144。そこにおける９つの放課後子どもプランの取
り組みから，４施設（A，B 施設は新興住宅地域，C，D施設は農村地域）を選定し，そこに勤
務する指導員 30 名145を調査対象としてヒアリング調査を実施した（表７－１）。具体的には，
2008 年５月から 10 月にかけて事例施設を訪問し，実践の前後の時間において１回あたり 15
～45 分程度の半構造化面接調査を実施した146。ヒアリングの質問項目は表７－２の通りであ




































平成 19 年度時点。指導員の人数に関してのみ平成 20 年度時点。 
 
  
事例対象施設 Ａ施設 Ｂ施設 Ｃ施設 Ｄ施設
「子どもの居場所」事業の開始
年度
平成16年度 平成18年度 平成18年度 平成17年度
放課後子どもプランの開始日 平成19年10月 平成19年11月 平成19年10月 平成19年7月
放課後児童クラブの指導員数 6名 6名 4名 3名
放課後子ども教室の指導員数 3名 3名 3名 3名
放課後児童クラブの登録児童数 51名 31名 37名 16名
放課後子ども教室の登録児童
数（有料／無料日）
7名／45名 4名／58名 6名／69名 18～36名／無
全校児童数 474名 363名 553名 148名
全校児童に占める参加者の割
合
20.0% 25.0% 19.0% 35.0%














































































































































































































































































                                               




























































第３項 B 施設の運営実態と指導員の意識 
 





















































































































第５項 D 施設の運営実態と指導員の意識 
 







































































































































































































































































                                               




































































































                                               



























































































































































越境はあまり促進されていない。そのため，M 小では，h マネージャーと i 教室指導員，ある
































































































                                               





































































































年目 75名（30.5%），３年目 60名（24.4%），４年目 23名（9.3%），５年目 4名（1.6%）であ
った。 
  










37.0 0.8 61.4 0.40.4
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31.4 30.5 24.4 9.3 1.6
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0% 20% 40% 60% 80% 100%
校長（n=73）
教頭（n=135）






































































































































0% 20% 40% 60% 80% 100%
担当教員あり（n=29）
担当教員なし（n=85）


















































































































































































0% 20% 40% 60% 80% 100%
教諭として関わった経験がある（n=48）
教諭として関わった経験がない（n=161）






































0% 20% 40% 60% 80% 100%
教諭として関わった経験がある（n=29）
教諭として関わった経験がない（n=86）
















0% 20% 40% 60% 80% 100%
教諭として関わった経験がある（n=29）
教諭として関わった経験がない（n=86）



































































































































































































































































0% 20% 40% 60% 80% 100%
家族に児童クラブの利用者がいる（n=43）
家族に児童クラブの利用者がいない（n=169）















0% 20% 40% 60% 80% 100%
家族に児童クラブの利用者がいる（n=43）
家族に児童クラブの利用者がいない（n=170）






















0% 20% 40% 60% 80% 100%
家族に児童クラブの利用者がいる（n=43）
家族に児童クラブの利用者がいない（n=169）
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1. 放課後子ども教室の担当職員数                                   人                             










1. 放課後児童クラブの担当職員数                                   人                             













貴自治体において… 実施（策定）している 実施（策定）していない 
1. 放課後子どもプラン推進事業の「事業計画」 1 
【        】年に策定 
2 
2. 放課後子ども教室（補助事業） 1 
【       】年から実施 
2 
3. 放課後児童クラブ 1 
【       】年から実施 
2 
4. 児童館事業 1 
【       】年から実施 
2 
5. 上記以外の自治体単独の放課後対策事業 1 





1. 現在，策定に向けて検討している    2. 後年度までの計画を立てるに至らない 
  3. 補助申請上，必須事項でない      4. 既に放課後児童対策のための計画がある 
  5. 一方の事業のみを実施している       6. 必要性が感じられない 




  1. 指導員等の人材確保が困難       2. 実施場所の確保が困難 
  3. 予算の確保が困難           4. 文部科学省の補助金が継続されるか不安 
  5. 次年度以降の実施に向けて検討中    6. 両事業の指導員の理解に時間が必要 
  7. 利用する保護者のニーズがない      8. 地域・家庭で子どもを預かる施策が他にある 
  9. 地域の理解を得られていない      10. 他市町村も実施していない 






  1. 指導員等の人材確保が困難       2. 実施場所の確保が困難 
  3. 予算の確保が困難           4. 文部科学省の補助金が継続されるか不安 
  5. 次年度以降の実施に向けて検討中    6. 両事業の指導員の理解に時間が必要 
  7. 利用する保護者のニーズがない      8. 地域・家庭で子どもを預かる施策が他にある 
  9. 地域の理解を得られていない       10. 他市町村も実施していない 






































⇒p.5 の Q2 から p.20 の Q23 までご回答ください。   
○放課後子どもプランは実施していないが，放課後子ども教室を実施している。 
⇒p.12 の Q11 から p.20 の Q23 までご回答ください。 
○放課後子どもプランは実施していないが，放課後児童クラブを実施している。 





合，以下の Q2～Q10 までの質問にご回答ください。 
Q2：貴自体では，放課後子どもプラン実施以前，次にあげるものを実施していましたか。 
貴自治体において… 実施していた 実施していない 
1. 地域子ども教室 1 2 




コーディネーターを… 1 2 
 
《 Q3 について，【配置している】と回答された場合，以下の質問にお答えください。 》 
SQ3-1：コーディネーターの職務内容はどのようなものですか。次にあげるものから，あてはまる番号に
○をつけてください。（複数回答可） 
1. 両事業の連携・連絡の調整       2. 学校関係者との連携・連絡調整 
3. 保護者への活動参加の呼びかけ     4. 活動プログラムの企画 
5. 地域の協力者の確保・配置       6. 自治会・子ども会との連携・連絡調整       




  1. 元校長      2. 元教員      3. 元保育士      4. 大学生    
5. 社会教育主事   6. 民生委員・児童委員 7. 地域住民       8. PTA 役員 




  1. 教員免許     2. 保育士免許    3. 児童厚生員     4. 教職経験 
  5. 保育士経験    6. 放課後児童クラブ指導員の経験       7. 子育て経験   




  1. 正規職員       2. 非正規の常勤職員     3. 非正規の非常勤職員 







運営委員会を… 1 2 
 
《 Q4 について，【設置している】と回答された場合，以下の質問にお答えください。 》 
SQ4-1：構成メンバーについて，次にあげるものから，あてはまる番号に○をつけてください。    
（複数回答可） 
  1. 市区町村長        2. 教育長         3. 教育委員長  
  4. 教育委員          5. 社会教育主事      6. 教育委員会事務局職員   
7. 福祉部局職員       8. 校長          9. 教職員（校長以外） 
10.  コーディネーター     11. 放課後子ども教室関係者 12. 放課後児童クラブ関係者 
  13. ボランティア       14. PTA 役員         15. 児童   
   16. 地域住民               17. 児童館職員       18. 学識経験者 
19. その他（       ） 20. わからない 
 
SQ4-2：開催時期について，次にあげるものから，あてはまる番号に○をつけてください。 
  1. 月１回          2. 学期毎         3. 不定期（複数回） 
  4. 年度はじめと年度末    5. 年度はじめのみ     6. 年度末のみ         
7. 問題発生時のみ      8. その他（      ） 9. わからない 
 
SQ4-3：検討される事案について，次にあげるものから，あてはまる番号に○をつけてください。   
（複数回答可） 
  1. 事業計画         2. 年次計画・活動プログラム 3. 活動報告   
  4. 活動の検証・評価      5. 安全管理方策          6. 地域の協力者の人材確保 
  7. 保護者のニーズ       8. 地域住民のニーズ    9. 学校との連携・連絡調整 










運営委員会や推進委員会以外の会議や委員会を… 1 2 
 








SQ5-2：構成メンバーについて，次にあげるものから，あてはまる番号に○をつけてください。    
（複数回答可） 
  1. 市区町村長        2. 教育長         3. 教育委員長  
  4. 教育委員          5. 社会教育主事      6. 教育委員会事務局職員   
7. 福祉部局職員       8. 校長          9. 教職員（校長以外） 
10.  コーディネーター     11. 放課後子ども教室関係者 12. 放課後児童クラブ関係者 
  13. ボランティア       14. PTA 役員         15. 児童   
   16. 地域住民               17. 児童館職員       18. 学識経験者 
19. その他（       ） 20. わからない 
 
SQ5-3：開催時期について，次にあげるものから，あてはまる番号に○をつけてください。 
  1. 月１回          2. 学期毎         3. 不定期（複数回） 
  4. 年度はじめと年度末    5. 年度はじめのみ     6. 年度末のみ         
7. 問題発生時のみ      8. その他（      ） 9. わからない 
 
SQ5-4：検討される事案について，次にあげるものから，あてはまる番号に○をつけてください。   
（複数回答可） 
  1. 事業計画         2. 年次計画・活動プログラム 3. 活動報告   
  4. 活動の検証・評価      5. 安全管理方策          6. 地域の協力者の人材確保 
  7. 保護者のニーズ       8. 地域住民のニーズ    9. 学校との連携・連絡調整 








担当部局間の連携は… 1 2 
 
《 Q6 について，【ある】と回答された場合，以下の質問にお答えください。 》 
SQ6-1：連携内容について，次にあげるものから，あてはまる番号に○をつけてください。      
（複数回答可） 
1. 補助金申請・交付等にかかわる事務     2. 研修会の合同実施 
  3. 国・県主催の研修会への両事業関係者の派遣 4. 次年度の各事業内容についての情報交換 
  5. コーディネーターの合同選任        6. 地域の協力者に関する情報交換 
  7. 指導員からの要望等の情報共有       8. 不審者情報や地域イベント等の情報共有 
  9. 成果物（活動報告書等）を連携して作成    10. その他（              ）    
11.  わからない 
 
SQ6-2：連携上の問題点について，次にあげるものから，最も当てはまる番号に○をつけてください。 
  1. 事業に携わる行政職員の不足        2. 担当部局間の連携がうまく図れない 
  3. 県と市町村間の連携がうまく図れない    4. 両事業の活動場所・内容の調整が困難 
  5. 両事業の国庫補助申請の手続きの調整が困難 6. 特になし 




  1. 貴自治体担当部局     2. 事業実施施設管理者    3. 事業実施者   













他市区町村の事例を… 1 2 
 
《 Q8 について，【参照した】と回答された場合，以下の質問にお答えください。 》 





都・道・府・県          市・区・町・村 事業 
都・道・府・県          市・区・町・村 事業 
 
SQ8-2：どのようにして情報入手しましたか。      
1. 担当者が視察した             2. 事業計画書を入手した 
  3. 文部科学省のホームページを見た      4. 自治体のホームページを見た 
  5. 雑誌を読んだ（雑誌名：        ） 6. その他（             ） 
  7. わからない 
 
SQ8-3：他市区町村の事例は役立ったと思いますか。      











Q9：貴自治体では，p.2 の F2 でご回答いただいた放課後子どもプランの担当部局において，次にあげる
ような活動を実施していますか。 
放課後子どもプランの担当部局において… 実施している 実施していない 
1. 指導員との日常的な連絡・情報交換 1 2 
2. 保護者との日常的な連絡・情報交換 1 2 
3. 学校との日常的な連絡・情報交換 1 2 
4. 保育所・幼稚園との情報交換 1 2 
5. 事故・怪我防止と対応 1 2 
6. 衛生管理・感染症対応 1 2 
7. 防災・防犯計画やマニュアルの作成 1 2 
8. 来所・帰宅時の安全確保チェックリストの作成 1 2 
9. 指導員の資質向上のための研修 1 2 
10. 障害児受け入れのための研修 1 2 
11. 定期的な事業の自己点検 1 2 
12. 要望・苦情対応窓口の整備 1 2 
13. 学校施設利用時の校長の「施設長」化 1 2 















3. 両事業の利用児童と未利用児童との交流活動 1 2 
4. 両事業の利用児童と幼稚園・保育所の幼児との交流活動 1 2 
5. 中・高校生の体験学習・ボランティア活動に協力する活動 1 2 
6. 大学生の体験学習・ボランティア活動に協力する活動 1 2 
7. 両事業の利用児童とお年寄りとの交流活動 1 2 
8. 運動会や文化祭などの学校行事への参加・協力 1 2 
9.地域のお祭りなどの地域行事への参加・協力 1 2 
10.教職員が参観ならびに参加する行事・活動 1 2 
11.保護者が参観ならびに参加する行事・活動 1 2 









以下の Q11～Q15 までの質問にご回答ください。 
 
Q11：貴自治体において，放課後子ども教室を実施している場合，次の項目についてお教えください。 
1. 設置主体 ・・・・・・・・ 7. 実施日数  ・・・・・・・・・              日   
2. 運営主体 ・・・・・・・・ 8. 主な実施場所 ・・・・・・ 
3. 実施校／小学校 ・・         ／     校 9. 実施時間（通常） ・・・・     時～   時まで 
4. 対象学年 ・・・・・・・・       年～   年まで 10. 実施時間（休業日） ・・     時～   時まで 
5. 定員数 ・・・・・・・・・・               人 11. 実施時間（長期休業日）     時～   時まで 





安全管理員を・・・ 1 2 
 
《 Q12 について，【配置している】と回答された場合，以下の質問にお答えください。 》 
SQ12-1：被雇用者の主な属性について，次にあげるものから，あてはまる番号に○をつけてください。
（複数回答可） 
  1. 元校長        2. 元教員     3. 大学生         4. 元保育士         
5. 元児童クラブ指導員  6. 地域住民    7. PTA 関係者        8. 福祉部局職員 




  1. 教員免許     2. 保育士免許    3. 児童厚生員     4. 教職経験 
  5. 保育士経験    6. 放課後児童クラブ指導員の経験       7. 子育て経験   




  1. 正規職員       2. 非正規の常勤職員     3.  非正規の非常勤職員 







学習アドバイザーを・・・ 1 2 
 
《 Q14 について，【配置している】と回答された場合，以下の質問にお答えください。 》 
SQ13-1：被雇用者の主な属性について，次にあげるものから，あてはまる番号に○をつけてください。
（複数回答可） 
  1. 元校長        2. 元教員     3. 大学生         4. 元保育士         
5. 元児童クラブ指導員  6. 地域住民    7. PTA 関係者        8. 福祉部局職員 




  1. 教員免許     2. 保育士免許    3. 児童厚生員     4. 教職経験 
  5. 保育士経験    6. 放課後児童クラブ指導員の経験       7. 子育て経験   




  1. 正規職員       2. 非正規の常勤職員     3.  非正規の非常勤職員 






上記指導員以外のボランティアを・・・ 1 2 
 
《 Q14 について，【配置している】と回答された場合，以下の質問にお答えください。 》 
SQ14-1：被雇用者の主な属性について，次にあげるものから，あてはまる番号に○をつけてください。
（複数回答可） 
  1. 元校長        2. 元教員     3. 大学生         4. 元保育士         
5. 元児童クラブ指導員  6. 地域住民    7. PTA 関係者        8. 福祉部局職員 










  1. 教員免許     2. 保育士免許    3. 児童厚生員     4. 教職経験 
  5. 保育士経験    6. 放課後児童クラブ指導員の経験       7. 子育て経験   






















6. 一時的に参加している非利用児童との合同活動を行うこと 1 2 
7. ほとんど制限のない自由な時間を提供すること 1 2 





以下の Q16～Q19 までの質問にご回答ください。 
Q16：貴自治体において，放課後児童クラブを実施している場合，次の項目についてお教えください。 
1. 設置主体 ・・・・・・・・ 8. 実施日数  ・・・・・・・・・              日   
2. 運営主体 ・・・・・・・・ 9. 主な実施場所 ・・・・・・ 
3. 実施校／小学校 ・・         ／     校 10. 延長保育の実施の有無 
4. 対象学年 ・・・・・・・・       年～   年まで 11. 実施時間（通常） ・・・・     時～   時まで 
5. 定員数 ・・・・・・・・・・               人 12. 実施時間（休業日） ・・     時～   時まで 
6. 主な実施日 ・・・・・・ 13. 実施時間（長期休業日）     時～   時まで 






放課後児童クラブ指導員を・・・ 1 2 
《 Q17 について，【配置している】と回答された場合，以下の質問にお答えください。 》 
SQ17-1：被雇用者の主な属性について，次にあげるものから，あてはまる番号に○をつけてください。
（複数回答可） 
  1. 元校長        2. 元教員     3. 大学生         4. 元保育士         
5. 元児童クラブ指導員  6. 地域住民    7. PTA 関係者        8. 福祉部局職員 
9. 教育委員会事務局職員 10. 高齢者      11. その他（    ） 12. わからない 
SQ17-2：被雇用者の資格要件について，次にあげるものから，あてはまる番号に○をつけてください。
（複数回答可） 
  1. 教員免許     2. 保育士免許    3. 児童厚生員     4. 教職経験 
  5. 保育士経験    6. 放課後児童クラブ指導員の経験       7. 子育て経験   
8. 特になし     9. その他（            ）      10. わからない 
SQ17-3：雇用形態について，次にあげるものから，最もあてはまる番号に○をつけてください。 
 （複数回答可） 
  1. 正規職員       2. 非正規の常勤職員     3.  非正規の非常勤職員 






利用する保護者に対して… 実施している 実施していない 
1. 子育てについて相談にのること 1 2 
2. 教育・保育活動への参加の場を設けること 1 2 
3. 地域の子育て支援について情報を伝えること 1 2 
4. 保護者たちの仲間づくりを支援すること 1 2 
5. 「おやじの会」等をつくって，父親同士の活動を促進すること 1 2 



















6. 一時的に参加している非利用児童との合同活動を行うこと 1 2 
7. ほとんど制限のない自由な時間を提供すること 1 2 
8. ほっと一息つけるようなくつろげる場を提供すること 1 2 





























































1. 待機児童を解消すること 1 2 3 4 
2. 延長保育等，保育時間の幅の拡大を図ること 1 2 3 4 
3. 障害児保育等，さまざまな子どもを受け入れること 1 2 3 4 
4. ４年生以上の児童の保育等，保育サービスの幅の拡大を図るこ
と 
1 2 3 4 
5. 保育計画を策定して，保育内容を充実させること 1 2 3 4 
6. 子育て相談等を通じて，地域で子育てしている家庭を支援するこ
と 
1 2 3 4 
7. 異なる放課後児童対策間の連携を図ること 1 2 3 4 
8. 放課後対策にかかわる人々や機関のネットワークをつくること 1 2 3 4 
9. 子どもの遊び場・居場所づくりを支援すること 1 2 3 4 
10.昔あそびや集団あそび等，子どもの遊びの内容の多様化を図る
こと 
1 2 3 4 
11.スポーツや文化活動の体験教室を充実させること 1 2 3 4 
12.地域の大人や異年齢の子どもとの交流を支援すること 1 2 3 4 
13.宿題の補助等，学校教育を補完すること 1 2 3 4 
























































1. 待機児童を解消すること 1 2 3 4 
2. 延長保育等，保育時間の幅の拡大を図ること 1 2 3 4 
3. 障害児保育等，さまざまな子どもを受け入れること 1 2 3 4 
4. ４年生以上の児童の保育等，保育サービスの幅の拡大を図るこ
と 
1 2 3 4 
5. 保育計画を策定して，保育内容を充実させること 1 2 3 4 
6. 子育て相談等を通じて，地域で子育てしている家庭を支援するこ
と 
1 2 3 4 
7. 異なる放課後児童対策間の連携を図ること 1 2 3 4 
8. 放課後対策にかかわる人々や機関のネットワークをつくること 1 2 3 4 
9. 子どもの遊び場・居場所づくりを支援すること 1 2 3 4 
10.昔あそびや集団あそび等，子どもの遊びの内容の多様化を図る
こと 
1 2 3 4 
11.スポーツや文化活動の体験教室を充実させること 1 2 3 4 
12.地域の大人や異年齢の子どもとの交流を支援すること 1 2 3 4 
13.宿題の補助等，学校教育を補完すること 1 2 3 4 










































1. 気軽に子どもを預けられるつながりのある地域 1 2 3 4 
2. 子育て中のお父さんやお母さんが多い地域 1 2 3 4 
3. 子どもの教育に対する期待が高い地域 1 2 3 4 
4. ３世代家族が多い地域 1 2 3 4 
5. 「転勤族」が多い地域 1 2 3 4 
6. 勤労しているお母さんが多い地域 1 2 3 4 
7. 自治会や子ども会などのつながりが強い地域 1 2 3 4 
8. 大学生の多い地域 1 2 3 4 
9. 地域団体やサークルが充実している地域 1 2 3 4 
10. お年寄りの多い地域 1 2 3 4 































































1. 校長の理解・支援 1 2 3 4 5 
2. 教職員の理解 1 2 3 4 5 
3. 担当職員の人数 1 2 3 4 5 
4. 事業・活動のための補助金 1 2 3 4 5 
5. 保護者の理解や協力 1 2 3 4 5 
6. 地域の人々の理解や協力 1 2 3 4 5 
7. 担当職員の間の共通理解 1 2 3 4 5 



























A 小学校放課後子どもプラン 8名 



















































































































































































































































































２．放課後子ども教室指導員 A－①（2008年 8月 20日） 
I：じゃあ，ちょっと最初に少しだけなんですけど，A－①先生はいつからここでしたっけ？ 










































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































I：そうなんですか。てことは，3月からですけど，その前にもけっこういっぱい子どもと関わる機会がたくさんあったんですね。      
A：そうですね。で，ファミサポってのもさっき言っていたように子どもとのかかわりだし，保育所にいた時にそういう制度ができて，ま
ぁそこの所長がやってみてくれないかってことでやりはじめてそんで最初は保育所の子ども優先にお預かりして，それから徐々に…保育
所勇退してからは他の地域の子どもなんかも預かったりとか，そういうのはやってます。                
I：へー，そうなんですか。  
A：だってやっぱり，ずっとねー子どもと関わってきたから，なんとなく子ども子どもっていう感じできちゃって。学童もできるかなーな
んて思ったけど結構…エネルギーもらうでしょ，子どもたちと接してると。                                                       
I：そうですねー。                                                               
A：自分がだからもう年とったなーって感じはあるけれど，やっぱり，うん子どもたちと触れ合ってると自分もねー。                                                     
I：元気になりますよねー。                                                
A：うん，元気になるから。そういう意味ではいいかなっと思って。                      
I：僕も子ども好きで，それが触れ合うと元気が出るから，時間かかってもなんとかこれるなってのがありますね。                                    
I：わかりました。ではそちらのほうのいろいろな経験も踏まえて話していただけるといいなとおもいます。では，質問のほうに移らさせ
ていただきます。A小学校の放課後子どもプラン推進事業において子どもたちと関わる中で，子どもたちの遊びについて日ごろどのよう










…。                      
I：ほんとですか？                                                    
A：いや，私なんか学童にいるからなおさらそういう風に感じてたんだけど。で，ほら短い時間でしょ，学童なんてのは 7時までだけど。
プランって５時でしょ。で，結局親が迎えに来なきゃ帰さないってことでしょ。でも，短い時間だから…。どうなんだろ。でも，ここ半
年間の間でだけど，プランあってよかったのかなっとは思うけどね。                                 
I：無料の日のいろんなことやっえもらえる以外にもなにかいいことありましたか？                       
 
 
A：どうなんだろ…                                                              
I：放課後子どもプランとか学童とかって見た時にこのAの子どもたちが遊んでる姿って見てて何か感じることありますか？                                         
A：ここのプラン実際にあたしが知ってる限りだと人数少なかったでしょ？そんで，なんとなくこう線引いてる感じ，見えない線があるよ
うな感じで…                             
I：子どもたちが？                                                     
A：子どもたちなのか…学童は学童，プランはプランでまとまって遊んでるような感覚が最初の頃は見えたかな。でも，まぁみんないきい
き遊んでることは遊んでる。                  
I：たしかにそれはあったかもしれないですね。                                   
A：なんか外で遊んでてもさ，危ないことするとうちらなんかどなりつけるじゃな。で，私たち，プランの子も関係なしに怒るんだけど，
一瞬こういうふうに見られるから…                
I：子どもたちに？なれてないのかもしれないですね。でも，この学童保育の夏の…なれたんじゃなですかね，けっこう。                                              
A：うん，これで随分変わってきたね。随分変わってきたよね。                        
I：ここにきてるあきえちゃんとかだいちくんもだいぶなれてきたなって…・。               
A：やっぱり，普段 1時間だけの接触の中じゃなかなか，まして遊ぶ方に夢中になってるわけだからさ。あの先生は怖い先生だって思われ
たらそれまでだしさ。でも，みんないきいきして遊んでるよね。遊ぶときはやっぱり子どもだなっていう感じがあって。                       
I：そうですね，口は達者ですけど，子どもは子どもですね。                          
A：負ける（笑）陰で何言ってるかわからないくらい負ける。ついていけないもん，今の子ども。3年生くらいになるとすごいじゃない，
言葉。いろんなこと。ついていけない。                
I：高学年だと照れもでてくるからあれですけど，3年生ぐらいが一番すごいかもしれないですね。                                                                          
I：わかりました。では，ちょっと関連するかもしれないんですけど，A小学校の放課後子どもプラン推進事業において子どもたちと関わ
る上で，大人はどのように関わるべきだととを考えますか？                                                    
A：具体的にどういうことだろう？大人ってわれわれ？それとも父兄？                   
I：そうですね，どちらでも，判断していただいた方で。父兄でもよろしいですし。             
A：もっというと無料の日だとボランティアが来てくれたりなんかするでしょ？               




けだからさ。関わり方っていわれちゃうと…                  
I：なんか，先生のポリシーじゃないですけど，どういうふうに関わるべきかって思っているかってのを聞かせていただければ。私は聞き
たいので…（笑）                       
A：何と言えばいい？みんななんて答えてた？（笑）どういえばいいんだろう？わかんないな。    
I：例えば，指導員っていうのはここで子どもたちと関わる時に どういうふうに関わっていくべきだと考えますか？大人ってしてしまう









だけの考えでやってるようなもんだから。改めて，指導の仕方ってのを考えたほうがいいかな？                                            
I：いえいえ，今ので。実際にはそのような関わり方はできていますか？                  
A：今までってどうでしょう？だから，私なんか保育所 11年いたでしょ。その間でも，専門知識はないから，自分が子育てしてきた中で
のプラスマイナスを全部こう考えながら，ずっとやってきて，それの延長線でずっときてるから，改めて指導の仕方とかそういうの勉強
したほうがいのかな？                                                           
 
 







かなっていう接し方はいつも考えてるよね。でも，ここにいるとそうはいあかなくなるでしょ。                           




I：ありがとうございます。                                                
A：いえいえ，何言っていいかわかんなくなっちゃう。                              
I：A小学校で放課後子どもプランに基づいて子どもたちと関わることで，子どもたちのニーズや子どもたちの遊びの実態に対応できてい
ると考えますか？また，その時どのような点においてそれがいえますか？                                            
A：具体的に例出して。                                                  
I：子どもたち…ニーズっていうのは，例えば子どもたちはこういう遊びをしたいんじゃないかって思ってるとか，例えば僕なんかが感じ
ることがあったとして，それとこの子どもプランがやってることとのここがうまくかみあってないところだったり，ここはすごくあって





思うんだけど。ニーズには応えられてると思うんだけど。     
I：例えばなんですけど，今お話に出てた危ないこととかっていうことと，自由に遊ぶってことってけっこう両立するの難しいことだと思






なとこかね。よくわかんないな。何言ってんのかわかんなくなっちゃうな，私も。       
I：いえいえ，そうですね，ブランコとか滑り台もそうですね。                           
A：そうねー。みんな…逆らってやってるもんね。                                
I：滑り台の子とか注意する時なかなかしいくいことがあって，自分のちっちゃい時によくやってたんで，自分のこと思い出しながら注意
したり…                              
A：だから，もうこういうことやればこういうけがが起きるんだよとか何とか言っても，実際に起きてみないと子どもたちってわからない
んでしょ。                                 
I：しないよーっていいますよね。                                            
A：私なんか，けがするまでやらしたほうがいいって考え方もつんだけど，それじゃもうルールが成り立たないから，ある程度歯止めみた
いなことしなきゃいけないと思うけど。            
I：そこら辺はA－⑥先生自身は少しけがしてやらしてもって考えはありつつ，でもルールをまもらせてちゃんとやるって２つの考えがあ






て言っていいのかはわかんないから。そんなものかな。          
I：それは，面と向かって言うか言わないかっていう悩みは，指導員としての立場とかが…    
A：それは言ってるかもしれないよ，子どもに対して（笑）。あの，大きい 3年生くらいだったら言ってるかもしれない。いいよ，先生別
に痛くないから。痛いのは自分だから。やれるならやってみろって感じで，でたときもあったかもしんないよ。                              
I：それくらいのが高学年はいいかもしれないですね。                            
A：だって，そのくらい言わなきゃ言うこと聞かないでしょ。                               





らさを感じることはありますか？もしあるとしたらそれはどのようなことですか？                                           
A：やりづらいこと…子どもに対してじゃないよね？                              
I：あっ，どっちも両方でもだいじょうぶです。                                   
A：あのね，学童は学童。プランはプランでお互いに構えられる場合があるわけよ。コミュニケーションとれてるようでとれてないってと
ころがあるわけよ。最初の頃。                














の。                                                     
I：そうですね，先生がくるわけじゃないですからね。                              
A：まったく別個だから。だけど，いろんな意味では，いろんなとこ，図書館にしても体育館にしたって借りてる…協力してくれてんだか
らね。そういう意味で助かってますね。             
I：わかりました。学童とむこうとのってことですよね。難しいですよね。                  
A：難しいのよね。こっちはこっちで忙しい忙しいっていってるからさ，むこうのやってること協力できないのかもしれないけど，それを
向こうが察してくれて何も言ってこないで，土壇場でいってくるのか。                                                       
I：さっき朝礼ですか…なんか                                            
A：いつも毎日始まる前にやるけど，15分かそこらぐらいだから。その朝礼やったって，なんかあったって報告みたいなもんでしょ。                                        




業というものはどのような特徴があると思いますか？                                                                  
A：わかんない，児童館とかそういうの利用したことないからな。あるのは知ってるんだけど，どういうことやってるかはあまりよく知ら
ないから比べるのはよくわからないかな。              









I：では，児童館とか公民館とかその他の子育て支援施設ともし連携がとれるとしたらどのようにとれるとかんがえますか？                                             
A：えっ？もう一回                                                    











８．放課後児童クラブ指導員A－⑦（2008 年 11 月 5 日） 
I：まず，なんですけど，このお仕事つかれたのはいつからですか？                       
A：4月です。                                                                     
I：4月から。その前…以前とかは何をされていたんですか？                          
A：…は，あのー保育園の方で，保育士を。                                     
I：M市の？                                                           
A：えっと，M市にきて，ちょっとまだ 2年なんで，2年やっとたったんで。うん，M保育園の方に，1年くらいかな。うん，1年ちょっ
といたかな。                                   
I：M保育園に…。その前とかは，子どもに関わるようなこととかやってたんですか？        
A：うん，そうそう…。まぁ，いろいろやったけど，でもその前も保育園の方で，ずっとやってました。うん。                                                                                                             
I：ここの放課後子どもプランに入ったきっかけみたいなのってなんかありますか？            
A：きっかけ…。気をつけないとね，言葉に（笑）。0ちゃんからやっぱり 6歳までしか関わったことなかったんで，やっぱその上ね，小
学生…どうかなぁって。やっぱ，小学校教諭は持ってないからさー。知るってなったら，ね。こういった場しかないから，で，やってみ
ようかなっていうのが…。まぁ，一番やっぱ，まだ子どもに携わっていたかったかなぁってのが。               
I：わかりました。   
I：A小学校の放課子どもプラン推進事業において，子どもたちと関わる中で，子どもたちの遊びについて，日ごろどのようなことを考え











ど。                                                
I：わかりました。                                                                                                                                 
A：何もなくても遊べるからね，子どもって。おもちゃなくても，遊具がなくても，何にもない原っぱでも，遊びを見つけて遊べるってい
うのがやっぱ子どものすごいところやなってやっぱ感じるし。                                                                  
I：ここの子たち見ててもそれは感じますか？                                    
A：うーん，感じるね。やっぱり。どうしても地面が緩くなってて，一輪車がだめっていう日もあるじゃない。で，ブランコも下が濡れて
るからだめとか。だめならだめなりに遊びを考えられるから。やっぱ日に日によってそういう姿も見られるけんさ。まぁ，ひとつの遊び
にこだわる子もいるけどね。でも，やっぱり目標っていうのがあるからさ。こうして，こうなりたいとか，できるようになりたいとか。                                                                
I：一輪車の子なんかたぶんそうですよね。                                      
A：そうそうそう…。だから，まぁね見守ることが第一かなっていうのがね。                
I：なるほど，わかりました。                 
I：今のに関連するかと思うんですが，このA小学校の放課後子どもプラン推進事業において子どもたちと関わる上で，大人はどのように






まぁ見守るのが第一なんだけど，やっぱ手助けする時も必要かなって思うから。…答えになってないよね，大丈夫？                                                
I：大丈夫ですよ。                                                     
 
 
A：そういったメリハリをつけて，子どもと接しなくちゃいけないかなっていうか。              
I：実際にはそのような関わり方はできていますか？                                
A：やっぱねー100％は無理だと思う。でも，100％になるように子どもからも補ってもらってるっていうのかな。                                                        
I：どういった感じですかね？                                                    
A：例えば，あのー一人の子と関わってて，いき詰っちゃったら，例えばもう一人来りとかっていうときになんか助けてもらって，で，こ
こでなんかまた一つ解決してっていうのも，そういうのもあるから，100％自分でできないよね。たぶん。                                    
I：そうですね，助けてもらうこと多いですね。                                   
A：そうそう，子どもからもやっぱいい言葉もらったりとかもあるしね。うん。                 
I：わかりました。                                                        
A：答えになってないかな？                                                        
I：では，A小学校の放課後子どもプラン推進事業に基づいて子どもたちと関わることで，子どもたちのニーズや子どもたちの遊びの実態
に対応できていると考えますか？            
A：うん，思います。                                                     
I：その時，どのような点において，それが言えますか？                                               
A：ニーズ…ニーズっていう言葉がでたねー。                                  
I：求めてるものっていうんですかね。                                             
A：子どもたちが求めてるもの。                                               




つ，その時その時に対応していると思います。                       
I：わかりました。 
I：A小学校で放課後子どもプラン推進事業に基づいて，子どもたちと関わる中で，やりづらさを感じることはありますか？もしあるとし
たらどのようなことでしょうか？                
A：やりづらさ…ありません。やりづらい…この放課後子どもプランだよね。あの，４時から５時のだよね。                                                              
I：プランだと総称してなので，子ども教室の方と，学童の方をあわせたものが，放課後子どもプラン。                                                                  
A：あっ，そっか…。やりづらさないよね。その都度，話し合いが持ててるから。改善できることは改善していってると思うし。                                                                  
I：児童館とか公民館とかその他の子育て支援施設があるとおもうんですけど，それらと比較してみるとこの放課後子どもプラン推進事業
はどのような特徴があると考えられますか？         
A：知らんに…。                                                            
I：そうですよね。けっこうそのーおんなじような反応が返ってくるんですよね。                
A：そうやろ。                                                                
I：比較しなかったとしても，このプランの特徴ってどういうものだと思いますか…どういったところがうりじゃないですけど…。                                                
A：特徴…そりゃやっぱりもう共働きの親に対してのやっぱ助かってる場所だと思うんだよね。やっぱり自分の年のときって，こんな学童
保育って盛んじゃなかったし，知られてなかったし，ほら，小学校終わったら帰って近所の友達と外でもー親なしでさ，遊ぶっていうの
が当たり前だったけんさ，でもやっぱりこうね，いろんな物騒になってきてるけんさ，そういった意味ではすごいいいんじゃないの。                                                             
I：なんかM市も治安わるいんですかね。                                      
A：M市も治安が悪いのか…知りません。まぁね，子どものあ安全を守るって場所としてはぜんぜんいいと思います。         
I：答えにくいかとおもうんですけども，児童館とか公民館，その他の子育て支援施設ともし連携が取れるとしたらどのように連携がとれ
ると考えますか？                            
A：連携…連携か…。切れてる？わかりません。うーん，わかんない。子育て支援センターってさあたしよくわかんないんだけど，あれっ
て親と一緒にくるわけ，子ども…あのちっちゃい子。                                                        
I：児童館みたいなものですか？                                           
A：児童館と子育て支援センターって違うよね。                                 
I：子育て支援センターっていうのだと親が一緒に行ったり，親のためのものだったりしてますよね。今，いろいろでてるみたいで。NPO
がやっているものだったり。M市のあるかわからないんですけど。                                                            
 
 
A：でも，ほら高校生までOKみたいなのあるじゃん。あれはなに？                              
I：あれもNPOがやってたりするんですよ。                                         




思うんで…                                               
A：あるよねー。子どもが行ける場所っていうかさー大人の目がある場所でしょ。連携っていうかわからないんだけど，学童ってどうして
も土日祝日休みじゃない。中には土曜日はそういった児童館みたいなところに行ったって子もいるわけよ。                               
I：そうなんですか。                                                      
A：いるいる…。そういった意味じゃいいのかなーって思うけど。                      






B 小学校放課後子どもプラン 9名 
１．放課後子どもプラン・マネージャー（2008 年 10 月 3 日） 
I：いつごろからこちらのほうで…                                            
A：はい，えっとーマネージャーの仕事は今年の四月から，で，児童クラブにたずさわっているのが実質三年前ですね。                                                    
I：以前…あっ，こちらでマネージャーをやる前ってのは…                        
I：ほかのーM市内の他の小学校で，児童クラブの指導員をしていました，はい。                                      
I：どちらのほうっていうのは…                                         
A：M小と，あと，B小と，D小と，F小。                                      
I：けっこうまわりますね。                                                 
A：はい，まわりました。                                                  
I：D小学校に行った時にマネージャーの話がD－④先生たちから。  
I：ここつく以前っていうのは，他になんか…学童以外の…以前っていうのは何かされてたんですか？                                                          
A：えっとー保育所の方で，時間外の職員と，市の方で事務補助を…                   
I：あっ，そうなんですか。                                                  
A：はい。                                                         
I：えっ，それってなんかその前くらいからつながりがあるんですか？子ども関係にこう関わってるみたいなんですけど…                                                  
A：そうですね，もう。えーとー，専門をでてから，ですね，市の方の非常勤として，すべて子ども関係で携わってますね。はい。 
I：何かきつかけのようなものは，ありますか？理由といいますか…                     
A：きっかけは…ただなんだろ。あの時は，ただ単に子どもが好きだったってだけで，あーじゃあやってみようかなっていう。                                               
I：あーなるほど。こちらのマネージャーになられたときのきっかけは？                    
A：きっかけはーえっとーそうですね，きっかけは，他のえっとー前D小にいた時の児童クラブの指導員の先生の後押しと，あとはちょ
うどタイミングよくマネージャーをやめるって先生がいたので，で，そこーじゃあちょっとトライしてみようかという経緯で入りました
ね，はい。            
I：わかりました，ありがとうございます。 
I：では，あのーB小学校の放課後子どもプラン推進事業において子どもたちと関わる中で，子どもたちの遊びについて日ごろどのような




まぁ，楽しくできればいいかなぁと。                                
I：実際子どもたちの遊びみてるとどんな感じですか？                               
A：そうですね，やっぱり。一番気にしてるのは，けが。                               
I：けが？                                                            
A：けがですね。やっぱりけがを一番重点的に見てしまうので，やっぱり活動してても全体を見なくちゃいけないので。だから子どもと遊
ぼうと言われて，遊んではいるんですが，全体を見てちょこっと遊んだら違う場所へのぞきにいったり，ていうことをしてます。 





てますね。                   
I：なるほど。その，自分で考えてほしいっていうことをするために何かなさってるんですか？      
A：あぁ，今のところはなかなか，実行には…。                     
I：マネージャー自身があのー子どもたちと関わる時に気をつけてることってありますか？          
A：そうですねー，まぁ，友達感覚が保てればいいのかなっと…。やっぱり，自分は教員免許持ってないし，学校の先生でもないし，ただ
もう子どもと友達感覚になれればいいのかなと。で，怒る時は大人の目線で怒って，ふざけるときはふざけて，笑う時は笑うっていう，
まぁねー，最近怒ってばっかしなんですけどね。                                                          
 
 
I：あ，そうなんですか？                                                    
A：はい。                                                            
I：それはなんか…                                                      
A：うーん，やっぱり子どもの態度，ふるまいですね…。やっぱり，いくら自分たちも人間なんで，嫌なことってあると思うんですね。言
われては嫌だってこともあるし，それに対して，ぐっとこらえるっていうのは，しようとは思うんですけど，やっぱり人間だし，そこは
感情にでてしまうってときもあるんで。                                                       
I：B小のこの活動とかで，こういうことを理念としてもってやっているみたいなのってありますかね？                                                             
A：うーん，そうですねー。まぁ，楽しくってことが一番。うん。ですかね…。                
I：わかりました。 
I：では，あのーB小学校で，放課後子どもプラン推進事業に基づいて子どもたちと関わることで，子どもたちのニーズや，子どもの遊び
の実態に対応できていると考えらますか？       
A：あー，対応は…できて…いないかもしれないですね。実質考えると。                  
I：どのような点においてそれは言えますか？                                     
A：やっぱり，中にはやっぱり楽しめてないって子もいると思うし，あとはー，あとは…その辺ですかね。                                                               
I：マネージャーの考える楽しさってのは具体的に言うとどういう感じですかね？               
A：あぁ，なんだろう。えーっと，このB小放課後子どもプラン広場が終わって，帰った時に，その子どもがあぁ，今日楽しかったな
ぁ，来週も行こうっていうふうに思ってもらえるのが楽しさかなって。           
I：わかりました。なかなかその楽しさ…                                          
A：そうなんですよね，それが見いだせないまま                                    
I：むずかしいですか？                                                   
A：日に日に過ぎていく…。                                                    
I：楽しさっていうのを求めることと，安全に，けがしないようにを求めることと，けっこう難しいところもあるのかなぁと思うんですけ











対しては一回で話をやめてふりむく。この辺が難しいといえば難しいですね。                                     
I：友達感覚みたいなことと，そうやって話を聞かせてやるとこはやるっていうことの兼ね合いを考えながらの指導っていうのは，難しい
と思うんですけど，どういう風に考えてやられているんですか？                                                          
A：まぁ，始まりと終わりだけは，けじめをつけるときだけは，まぁ，きちんとしたあいさつなりをするようにして，あとは活動中なり，
遊んでる時はもう普通に友達と話すような感覚で話していこうと心がけはしています。はい。                          
I：では，児童館とか，公民館，その他の子育て支援施設と比較すると，この放課後子どもプラン推進事業はどのような特徴があると考え
ますか？                                
A：正直言うと，児童館とかっていうのを見学に行ったことがないので，実質どんな活動をしていて，どんなふうに運営が行われているの
かも実質わからない状態なんですね。でー，そんなかで…。うん。そこはあれかな…なんか難しいですね，意見述べるには…。               
I：そうですね，放課後子どもプラン推進事業みたいなものだけを取り上げてみて，その特徴みたいなもの考えると，どういうところがあ
りますかね？                               
A：うーん，このプランは地域と…やっぱりボランティアが入っているんで，地域とあと，学校との協力があるというのが，一番特徴だと
思います。                                 





がとれるとしたら，どのような形で連携がとれると考えますか？                                                               
A：えーっと，可能であれば，まぁイベントとかそういうときになにか催し物を来てもらって，その団体なりにきてもらって，なんか一緒
にできればいいかなっと。例えばなんか，来てもらって，見せてもらったりとか，もしいい工作とかがあったりすれば，いろいろとこっ
ちの指導員とそのむこうの職員とでいろいろ情報交換をしたりってこともできればしたいなとは…。                
I：わかりました。なんかこの今やられてる中で，市役所のほうとかに要望とかってありますか？マネージャーとしてなんかこうやられて







う…うん。                       









だろうなぁ。子どもにどんな遊びをさせたら面白いかっていうのを考えるのが大変ですよね。うーん，そうですよねー。          





































































































































































































































































































































































































































































































































６．放課後児童クラブ指導員B－⑤（2008 年 10 月 3 日） 
I：まずなんですけども，このお仕事につかれたのはいつごろからでしょうか？                  
A：3か月前ですね，6月                                              
I：3か月                                                     
A：…はい。6月 23日からです。                                        
I：…にここですよね，もちろん。                                       
A：はいはいはい。 
I：以前は何か別のことされてたんですか？                              
A：はい，やってました。えっ，はい…                                   
I：このような子どもと関わる…                                        








まぁ，でもずいぶん自分の子ども育てたときとは違いますけれども…                            




で…うーん，うん。                              I：わかりました。 
では，あのー，B小学校の放課後子どもプラン推進事業において子どもたちと関わる中で，子どもたちの遊びについて日ごろどのような
ことをお考えですか？                  
A：遊び？子どもたちに対してじゃなくて，遊びについて。まぁ今お話しましたけれども，自分たちが遊んでたものとはまったくまた違っ
たもので，与えられなくても自分たちでいろんなことができてた時代とは違って，やっぱりちょっと何か与えたりとか，ヒントを加える
ことでできるようになったりとかってことがあるのかなぁって今は思いますね，はいはい。                 




きた時はすごいうれしいですし。そういうちょっとしたアドバイスみたいなのあると…はい。いいかなーっと。                                
I：今日はあのーぶんぶんごまを…。                                       
A：はいはい。ぶんぶんごまもそうですよね。教えてくれっていわれてもコツがなんかこうあるんで。こう，口では言えないんですけど。
ちょっと，ぶんぶんごまはちょっと説明難しいですねー。きっとなんか自分の体で覚えてたのかなぁって感じですね。ボタンで，小さき
ときボタンでやったりしてたんで，はい，それでなんかできたんですね。たまたまできたことなんですけど，はい。                                                                     
I：なるほど，わかりました。 
I：では，B小学校の放課後子どもプラン推進事業において，子どもたちと関わる上で，大人はどのように関わるべきだと考えますか？                                  
A：大人というのは，私たちのことですか？それとも一般的なていうか…                 
I：あのーもし区別されるのであれば。特に限定はしてないですけど。                   
A：あぁ。どういう風にかかわればいい。まぁ，同じ目線でってことでしょうかねー。同じ目線で，子どもたちとおんなじ目線でできたら
いいかなぁと思いますけれども。              
I：あぁ，なるほど。                                                 
A：あのーあんまり上から押し付けないで，おんなじ目線でってことは心がけているんですけれども。                                                         





けど。   




た，自分で。まだ必死なんですけれども，はい。             
I：じゃあ，同じ目線にたって…                                        
A：なるべく，たててできたらいいなと思いますけど，はい。                          
I：実際にはどんなふうに関わるんですか？                                   
A：まぁ，話すときもなるべく腰下げてとか，もうほんとに，そういうこともまず第一かなと思ってるんですけど。                                                 
I：わかりました。     
I：B小学校で，放課後子どもプラン推進事業にもとづいて，子どもたちと関わることで子どもたちのニーズや子どもたちの遊びの実態に
対応できていると考えますか？            
A：だからまだ考えられる…自分自身がそんな余裕がないんですが…                
I：3か月間を通してみると…                                          
A：どうなんでしょうね，まぁ，ちょっとわからないですね，まだ。そういう…そちらの方向からは見れないっていうか，難しいですか
ね。もっと自分のことの…すいません。             
I：いえいえ。                                          
I：B小学校で，放課後子どもプラン推進事業にもとづいて子どもたちと関わる中でやりづらさを感じることはありますか？もしあるとし







この放課後子どもプラン推進事業にはどのような特徴があると考えられますか？                                                    
A：すいません，私あのーほんとに協力できないかもしれないんですけれども，こちらにきて，M市に引っ越してきて 1年なんですね。
だから，そのへんのいろんなことも，どこに何があるかもわからない。どこに何があるかっていうか今お話があった場所すらもどこなの
って感じなんで，ちょっとその辺のことはすいません。                                     
I：てことは，以前はT市の…                                                
A：以前は，U市にいて…いたんですけど。で，まぁ，O県にいってなんですね。その名前も…呼び方も子どもを育てた時のO県のそう
いうなんか児童クラブとか，その呼び方もちょっと違ったりとかで，なんかよくわかんない部分…まだ自分自身がよくわからないことが
あるんですけど，すいません。その今言っていただいたのは，ちょっと名前が挙がったのはよくお答えできないんですけど。         
I：わかりました。では，もし答えられなければだいじょぶなんですけれども，もうひとつだけあの，児童館とか公民館とか，その他の子
育て支援施設ともし連携が取れるしたらどのように連携がとれると考えられますか？                                      
A：連携？えーなんだろう。改めて考えたことないので，えっ，だからすいません。あの，公民館とかがどういう活動してるだとか，もち
ろん場所もそうですけど，そういうのも知らないんですね，わからないんですね。勉強した方がいいですかね，やっぱり。                     
I：いえいえ，そういうことではないんですけれども。                             
A：はい，だから，そのーどういうふうにしたらっていうのも，だからどういう活動しているかわからないので，その辺もよくわからない
んですけれども。すいません。                   
I：いえいえ，だいじょぶです。なんかちょっと僕もM市の事情はわからないんですけれども，子どもと関わるような，子どもと関連す
るような施設で，思いついたのが児童館とか，公民館だったり…                                                     
A：児童館ていうのもありますよね。近くにできたんですけど，家の近くにも，でも，なんか，あのー見に行ったことはないんですがー。                                   










７．放課後児童クラブ指導員B－⑥（2008 年 10 月 3 日） 
I：以前はこのようなお仕事をされていたんですか？                            
A：…はないです。勤めてなかったので。はじめて。                                          
I：きっかけとかは何か…はじめるきっかけはあったんですか？                            
A：あのー，誘いを受けて。やりませんかって。ここのB－⑧さん。家が近いんですね。          
I：じゃあ，誘いを受けるまでは考えても…                                    
A：そうですね，まだねー。 
I：以前このような子ども関係のことに関わっていたってことは？                      
A：特に…なく。 
I：B小学校の放課後子どもプラン推進事業に基づいて子どもたちと関わる中で子どもたちの遊びについて日ごろどのようなことを考えて
いますか？                         
A：遊びについて？特に考えてはないんですけど。なんか教えてもらうような感じですよね。なんか今の遊びとかわかんなくて，どうゆう
ふうにやるのーっとか聞いたりして，こっちのほうが聞いたりして。もう自分の子どもの時からずいぶん時間が…年数たっちゃってるん
で，もう一回振り出しにもどってやってるみたいな感じです。                               
I：なんか，今の子どもたちに遊びを教えてもらうのと，昔の自分の子どもの頃とかと比べてみて，なんか違いとかをかんじたりします
か？                                  
A：やっぱりちょっと違うかな…。どこっていうか…ちょっと具体的にはわからないけど。                     
I：特に教えてもらうという時に子どもたちから教えてもらったりするときに，どんなものがあったりしましたか？                                                                                                               
A：トランプとか，あとは，あのあれはなんだっけ，姫とか坊主とか…なんだっけ。                  
I：百人一首？ 



























































































































































８．放課後児童クラブ指導員B－⑦（2008 年 10 月 3 日） 
I：このお仕事につかれたのはいつごろからでしょうか？                               
A：えっとー3月 3日からお世話になってます。今年の 3月から。                          
I：そうなんですか。                                                    
A：はい。                                                            
I：その前，以前はなにかされていたんですか？                                   
A：あのー1年間は，その前の 1年間はうちにいたんですけど，その前に，ちょっと身障者…福祉センターですか…にちょっとお世話にな
ってたんですよね。もー，ね，今の仕事とはまただいぶ違いますよね。健常者と障害者の違いがね，やっぱだいぶ違いますね。はい。      
I：このお仕事につかれたきっかけは何かあったんですか？                          
A：やっぱりそのー，友達の紹介というかね。あいてるので，どうですかってことでね。で，うーんやっぱりちょっと携わってみたいかな
…って，健常者の子どもたちもね。どこまで自分できるかわからないんですけど，自分がいて役にたって…たてていただければ，まぁそ
れはそれでいいかなぁと思いまして，はい。お世話になっています，ここで。                                                             









ぶような遊びがいいんじゃないかなぁとはおもうんですけどねー。                                  











ですけどね。                                             
I：それありますねー。わかりました。  
I：先ほど，最初に話していただいたことに関連するかと思うんですけれども，B小学校の放課後子どもプラン推進事業において，子ども
とたちと関わる上で，大人はどのようにかかわるべきだと考えますか？                                                
A：やっぱり遠くから見守る…見守っていったほうがいいのかなって思うんですけどね。そうですねー，あーちょっとわかんないですけ
ど。                                      
I：先ほどあのー話していただいたあのー危険な遊びはするけど，安全にさせたい。でも，危険な遊びをしてもいいんじゃないかっていう
ところもちょっとあるって話をしていただいたんですけど，そういうところでは，どういうふうに関わっていったらいいんですかね？                 
A：そうですね，やっぱりここまでは…ギリギリの線まで見届けるっていうのも必要なのかなぁ…ですよね。ただ，でも，大人ってだいた
いとめちゃいますよね。私たちなんかはとくに，けがさせちゃいけないってのがあるので，とめちゃうんですけど，それをちょっと自分
でも反省する点があるんですけどね，だから，やっぱりギリギリの線まである程度見届けるっていうのも必要かなぁっと思います。                                               
I：その理由とかってなんかありますか？                                        
A：やっぱり経験させたい。                                                  





経験ていうのも…（子ども乱入）…どこまで話したんでしたっけ。                                            




を経験していただければと思います。はい。                     
I：実際にはそのような関わり方はできていらっしゃいますか？                        
A：いや，それが難しいですね。毎日，反省してます。やっぱりその前に止めちゃいますよね。あとはー，大人の考えでね，言うこと聞か
なかったりすると，しかってしまうっていうんですかね。（電話がかかってくる）                                                     
I：B小学校で放課後子どもプラン推進事業に基づいて子どもたちと関わることで，子どもたちのニーズや子どもたちの遊びの実態に対応
できていると考えられますか？              
A：私たちの対応ね…                                                   















驚きました。                       
















んですけど。       
 
 





ょうけどね，なかなか…   





９．放課後児童クラブ指導員B－⑧（2008 年 10 月 3 日） 
I：このお仕事つかれたのはいつごろからでしょうか？                               
A：えっと，私は，はじめに，10年前に一度やったことあるんですよ，1年間。                
I：そうなんですか。                                                    
A：で，ちょっと事情がありまして，やめて，うーんと，今年で，復活してから 3年目です。3年目に入ります。                                                           
I：あぁ，そうなんですか。前にやられてた時もこのM市だったんですか？                 
A：えー，あのーK小小学校の方に行ってました。うん。                            
I：あのー，3年目にあたると思うんですけど，3年間はずっとこちらに…？                 
A：いえ，今年の…ここに来たのは，今年の 4月からです。それまではG小学校の方に 2年いました。で，移動で，こちらに。はい。1
カ月ほど，昨年はうーんと，人がいないってことで，あのーA小の方にも１か月…10月行きました。                               
I：そうなんですか。昨年の…                                             
A：昨年の 10月に，うん。                                                                     
I：ちょうど，放課後子どもプラン始まってすぐくらいに…                           
A：ですね，A小は 10月からだったんで，そうですよね。                          
I：今，A小に…                                                   
A：いってるんですか？                                                  
I：いって，ボランティアの方で…                                           
A：あぁ，でいってるんですか。                                            
I：なんで，これちょっと…                                               
A：ボランティアでね。えーと，私が行ってた時はだれ…。あぁ，A小プラン・マネージャー先生のお子さんが来てたかな？あのー男の…                                                  
I：今，別のとこに…たまに夏休みとかいってっしゃるみたいで…                     
A：いってらっしゃるんですか？そうなんですか。                                 
I：今，A小プラン・マネージャーさんがマネージャーを…                                         
A：そうですね。うん。            




がいないってことで。                                              
I：そうですか，なるほど。      
I：前にも一度やられたときとかっていうのもあのーこの仕事に対しての…                
A：えっとねー10年前とは全然違います。                                      
I：違いますか？                                                       
A：違います。うん。もっとねーK小そのものが人数も 10人ちょっとだったっていうせいもあるんですけど，もうちょっとなんか子ども
も幼かったし，うーん，和気あいあいって感じでしたね。うーん，そう，なんか子どももね，なんか変ってます。10年前と比べて，う
ん。             















か，日々…ありますよね。                                                 






きっとねー，うん。                           
I：では，あのーB小学校の放課後子どもプラン推進事業において子どもたちと関わる中で，子どもたちの遊びについて，日ごろどのよう




的うまくいってるように思うんですけど。とても指導員の方たちもちゃんとやってくださっているので，うん。                                                










は思いますけど。ここは成功してると思いますけど。                                                                                                              
I：そうですね。                                                      
A：うん，スムーズだと思うし。あのー，私はいいかなとは思いますけど。                  
I：実際，M市の方も治安の方，あんまりよくなくなってるんですか？                      
A：えー，よく聞きますよ。そのへんの公園で，声かけられたとか。うん，なんか中学生が車に…朝登校中，車にのせ…うん，けっこうあ
りますよね。         
I：では，あのーB小学校の放課後子どもプラン推進事業において子どもたちと関わる上で，大人はどのように関わるべきだと思います
か？                                               
A：一応，これをやりましょうとかってっていうことをあのー，一応は子どもには伝えなきゃならないけれど，あまり手ださないで，自主
性に任せるっていう方が，ほんとは理想かなって思うんだけど，なんせ，参加してる子どもが低学年が多いんで，どうしても手を出す部
分ていうのが多くなりますよね。                                                        














目はいつも…口は閉じてても眼は大きく，目と耳だけは大きくて…うん。                               
I：見てるっていう…                                                   
A：うん，口は…これはだれかが言ったことなんだけど，口はださずに目と耳…耳はよく聞いて，目は大きく開いてよく見るとかっていう
…うん。口は…。なんか，NHKでやってました（笑）なんかやってました。そういう…うん。けっきょく，耳をよくっていうのは，子ど
もの話をよく聞いて，よく見て，でもあんまり口はださずっていうのが…うん，なんかそんなこと聞いたことあるけど。                                                              
I：実際にもそのような関わり方はできていますか？                             
A：うん，でも，そう思ってても…でも，あのーここはみんなそれぞれに別れてほら体育館，校庭とかって。で，ここの子どもたちはけっ
こう子どもたちでも遊びますよね。                
I：そうですね。                                                      
A：うん，けっこう。そこで，なんかちょっとはずれると，あたしたちのところにきて，なんかやろうって。でも，また，いると，また集
まってきて，またそこでグループみたいなのができて遊ぶんで…。怪我をしないように見守る…そうですね。そんな感じです。                    
I：わかりました。                                                  
I：では，B小学校で，放課後子どもプラン推進事業に基づいて子どもたちと関わることで，子どもたちのニーズや子どもたちの遊びの実


















来るんだから，全部無料だったらもっと来る。                                                  






ければ，基本的には行くっていうことにはなってるので，うん。                    
I：なんか，昔は無料で一日だけやってたって…                                
A：いや，違います。じゃなくって…あっ，この事業が前はやってたんです。モデル的に三ヶ月くらいずつ，三校くらいずつに分かれて，
やってたんです。この事業が始まるまではね。           
I：無料日にあたる日には，週１で…。                                       
A：そう。あのー試験的にやってたのかな。全部の学校じゃなくって，参加…３つくらいずつに分かれてやってたと思った。で，一様全部
どの学校もやってからこの事業がはじまったんだと思うんだけど。                                                      
 
 




だけはクラスの子とかも来てるんで，けっこう別な子たちとも遊んでるから楽しい…。どうしても，ここだけだときまっちゃうんで。                       
I：たまにそういうのがあるといいですよね。                                    
A：ですよね，だからたくさん参加できればねー。いいかなっていうふうに…。             
I：なるほど。わかりました。  
I：では，あのーB小学校で放課後子どもプラン推進事業に基づいて子どもたちと関わる中で，やりづらさを感じることはありますか？も
しあるとしたら，それはどのようなことでしょうか？                                                             
A：やりづらさ…それは，子どもに対してですか？                                
I：特に限定はしてないんですけど。                                                                                                 
A：別にあまり感じたことはないかな。                                        
I：では，児童館とか，公民館，その他の子育て支援施設と比較してみると，放課後子どもプラン推進事業はどのような特徴があると考え






が迎えにきて，帰るっていう形だから，安全面から言ったら，すごく安全ですよね。いろんな面から。                                                        
I：なるほど，安全安心の面から。                                            
A：うん，とおもいますよ。学校に行ったら，児童館に行くにしろなんにしろ，子どもだけで，親ついてきませんもんね，行くときね。ま
ぁ，安心して。行ってる場所が分かるだけでも。       
I：わかりました。では，そのような児童館，公民館，その他の子育て支援施設ともし連携がとれるとしたら，どのように連携がとれると










ります。                






C 小学校放課後子どもプラン 7名 





















































































































































































































































































































































３．放課後子ども教室指導員C－②（2008 年 9 月 26 日） 
I：このお仕事つかれたのはいつごろからですか？                                    
A：4月からです，今年の。                                               
I：今年の 4月から…                                                   
A：はい。 
I：それまでは…                                                    
A：保育所の方にいってました。T市の方何ですけど。                                              
I：はい，T市の。                                                   
A：N保育所ってわかりますか？                                         
I：N…どこらへんですかね。                                           
A：どちらかといえば，S…Yより。Sっていうか，Nのほう…わかります？  
I：自然豊かな方じゃないですか？                                          
A：そうですね，M市とそんな変わんないですね。                                 
I：僕もあちらのほうで，学童保育をお手伝いさせてもらったことがあるんで。近くの方なんとなくですけど…。その保育所の方は…                                        
A：それはあのー臨時で。前，職員だったんですよ。で，もう職員でいたんですけど，出産とか結婚とかあって，で住んでるところが最初
I県の J市だったんですね。そこから通ってたりしてたので，それでちょっと負担にもなって，ちょっとやめてしまったんですけど。で，
しばらくお仕事しないで。ほんとに，ここ何年か声掛かって，それで保育所のほうにいってたんですけど。       





をみたので，で近いし，M市なので，子どもに携わってく仕事なので，ちょうどいいかなと思いまして，募集してはいりました。       
I：わかりました。では，C小学校の放課後子どもプラン推進事業において子どもたちと関わる上で，子どもたちの遊びについて日ごろど




どれだけ楽しく遊びの中で自分を表現できるとか，遊びの中に入っていけるかとか，そういうのも見たりしてますね。                                   




そういうことに関してはそれほど危険ではないんですけれども。              
I：わかりました。では，C小学校の放課後子どもプラン推進事業において子どもたちと関わる上で，大人はどのように関わるべきだと考














しまった場合には，大人として…立場として話はするというか…していきたいと思ってるんですけれども。                      




っぱりそういうこう大人を軽く見てるじゃないけれども自分が上に立ってみるような形の子もいるので…そうですね。                                  
I：それはどの先生に対しても…                                         
A：どの先生に対してもっていうか，最初のころとかあると思いますよね，やな思い…子どもから聞く言葉として。                                                   
I：そういうふうな子どもたちに，大人に対する態度っていうのはケースバイケースで…        
A：そうですね，その場その場，対応してるつもりです。      
I：では，あの，C小学校で放課後子どもプラン推進事業に基づいて子どもたちと関わることで，子どもたちのニーズや子どもたちの遊び














つようなあそびとか，あとそういうものを作ったり，手造りのものとかを考えたり，してますね。                                           




他の学校の「アソボウ」の先生の情報とかを集めたりとかして，情報交換とかなんていうのは，やっていますね。                                            



































的には変わらないような気もしてるので。どっちがいいっていうのはぜんぜんわからないです。          
I：わかりました。では，あのー児童館，公民館，その他の子育て支援施設ともし連携がとれるとしたらどのように連携がとれると考えま








４．放課後児童クラブ指導員C－③（2008 年 9 月 26 日） 
I：こちらのほうに勤務されたのはいつごろからですか？                           
A：えっと，昨年の…もう 1年半ですね。えぇ，1年半ですね。4月に入って，それで今 9月，10月だから，だいたい 1年半くらいです
ね。              
I：その前には別の場所にいられたんですか？                                
A：あのーこの指導員は 1年半になりますけど，その前はあの，M小学校ってところにおりまして，異動でこちらのほうにきて，ちょう
ど半年ですね。えぇ，C小は半年です。            









中で，子どもたちの遊びについて日ごろどのようなことを考えていますか？                                                 
A：遊びの中でですか？                                                      













か？                                
A：大人…大人って指導員？保護者ですか？                                 





じで子どもたちを見守って，関わることが一番ですよね。                                             
I：実際にはそのような関わり方はできていますか？                             
A：やっぱり，安全第一だと思って，関わってるつもりですね，私は。                       





ね。まず安全ですよね。安全っていうのが一番ですよね。大勢の子どもさんたちをここで預かっているので，やっぱり安全ですよね。                              
 
 




るところではないので，子どもに強制的に何が何でもっていうこともないでしょうし。                        
I：では，あのーC小学校の放課後子どもプラン推進事業において子どもたちと関わることで子どもたちのニーズや子どもたちの遊びの実
態に対応できていると考えますか？                                
A：今のところ別に問題なく…うん，来てるので，それはそれで対応できているのではないかと思いますけど。                                                    






さをかんじることはありますか？もしあるとしたらそれはどのようなことですか？                                                 
A：そうですね，やりづらい…。あのー子どもたちとの関わりの中でね，それぞれ指導員もそれぞれ考えがあって，子どもたちと接してる
と思うんですけど。やっぱり，そうねーいい方向にいくと思ってね，子どもと関わっていても，それがねいい方向にいかないときもある
じゃないですか。そういうときはちょっと考えちゃう部分ありますけどね。                                                      











ね。なかなか難しいですよね。               
I：そういったところでやりづらさを…                                       
A：うん，たまーにありますよね。それはだれでもあると思いますけどね。                






























られますか？                           
A：児童館とこことの違い…違い。                                         




















































A：ここしかないんです，私は。ここにずっと 5年と 5か月います。なんで，5年 5か月かすぐ言えるかというと，たまたま役所から紙が


























































































































































































































































６．放課後児童クラブ指導員 C－⑤（2008年 9月 10日） 
I：まず，先生はこちらにお勤めになられてどのくらいになりますか？                      
A：えっとー，トータルすると８年と 10カ月かな。C自体は 1年なんですけど。昨年の９月に来たんでね。                                                         
I：その前は，どちらのほうに？                                            
A：その前はG小学校に 5年，それとM小に 2年と半年。で，ここに１年で。              
I：すごいですね。                                                     
A：年数だけで，まだまだ。 








ついて日ごろどのようなことをお考えですか？         
A：まぁ，C小の子って，外遊びが好きなんですよね。だから，外でね，野球やったりとか。それに一緒に参加さしてもらってるって感じ
なんですけど，私なんか。ほんとにけががなければね自由に遊んでもいいかなって気持ちですけど。                                  




ね。遊具はあぶないけども，ボール遊びとかそういうのをしてる限りでは，そとの方が気持ちいいですね。     
I：遊具などっていうのは，たしかに危険性があると思うんですけど，遊び方とかっていうのはどうなんですか？                                                     
A：Cの子たちはけっこうちゃんと遊べるので，遊具で怪我するってことはないですね。ブランコから飛び降りる子も…。ブランコって，
ここ柵があるでしょ。だから，昔やりませんでした？ぐんぐんこいで，ポーンって飛びおりるの。                                  





んくさいんですよね。いいのかな（笑）あんまり体育系じゃないみたいで。                                          
I：遊具で遊んだりするときって，危険性が・・今みたいなのがあるとも思うんですけど，それと自由に遊ぶっていうのと，けっこう両立
は難しいのかなって思うんですけど，どう思いますか？  
A：あー。えっ，なんですか？自由に？                                       
I：最初に自由に遊んでほしいっていう考えを言っていただいてたんで，それと今みたいな危険性って，隣り合わせなところもあるのかな




ここのC小の子自体は遊び方も大人しいから，他の学童に比べたら楽かもしれません。                                                       
I：そうなんですか？大人しいんですか。                                     
A：そんなもうはちゃめちゃなことしないし，もう自分の…なんていうのかな。わかってんのかな，自分がここまでしかできないっていう
のもちゃんと持ってるんで，むちゃしませんよね，C小の子って。やっぱり地域性もあるんでしょうけど。 
A：あのー鈴木さんはあれですか？C小以外にもいかれたんですか？                                                 
I：はい，A小と，D小，あと，B小学校。                                




入ってきてるんで，グループができたりして，まとまって遊んだりしてるんですけど。                                              
A：どうですか，比べてみて，子どもたち。やっぱずいぶん違いますでしょ。同じね…。            
I：地域によって違いは感じてますね。                                        
A：E小は元気いいんですか？                                             
I：B小…                                                      
A：あっ，B小だ。                                                  
I：B…あの時はちょっと無料日だったので，普段はどうなのかっていうのは，よくわからないんですけど，比較的元気はよかったなって
思いますね。                        
A：どうですか，うちは…C小は？                                        
I：以前こさせていただいたときに，一番印象に残ってたのが，かえる獲りの…             
A：あぁ，かえる獲り…                                                  
I：すごい印象に残ってたんで…すごい元気のいい子たちなんだなというとりかたっていうんですかね。                                                          
A：ほんと自然ですよね，そういう意味ではね。そうなのよ，ここかえるが…あそこ池あるし，うーん。                                                          
I：すごかったですね。                                                  
A：自然ですか，C小は。山ねー。今年の冬でしたっけ，雪降ったでしょ。そこで，ダンボールでスキーやったの。あの山で。楽しかった
ですよ，私もやったんですけど。               
I：だれの発案ですか？                                               
A：えっ？私と子どもたちだよ。                                            
I：いいですねー。                                                       
A：段ボール持ってきてね，もうスキーしようって感じでね。楽しかったですよ，ほんと。いいですよね，山があるんでね。                                              
I：そういうのなかなか今できないですよ。ちっちゃい時はやりましたけど。                
A：できないですよ。そういう点では，山があるから楽しいですね。今は蜂がでるので，山はちょっとあそべなくなっちゃったんですけ
ど。蜂がいなくなればね，山も遊べると思うんですけど。 
I：では，あのーC小学校の放課後子どもプランで子どもたちと関わる上で，大人はどのように関わるべきだと考えられますか？                                         
A：大人はというよりも，私個人的には，子どもと一緒にね，遊ぶのが好きなので，一緒になっとて遊んでるって感じなんですけど。それ
がいいのかどうかはわかんないんですけど，うん，もちろん，周りの子もみながら，自分も一緒にこうゲームとかなんかに参加してるっ
て感じで，私はやってます。                                                      
I：実際にはそのような関わり方ができていると考えますか？                        
A：どのようなかかわりがいいんだろう…えっ？                                
I：実際にはそのような関わり方ができていると考えますか？                        
A：あぁ，そう。どっちかっていうと夢中になって一緒に子どもと遊んでることが多いので，他の指導員の人たち悪いなっていう時もある
んですけど…。                           
I：どういった…                                                                  
A：ていうか，ほら，全体を見とかなきゃなんないのに，その子どもたちと一緒になって，夢中になってね，やっちゃうので，怠るじゃな
いですか，見守りが…。その分，他の指導員の人たちが見てくれているので，そういうので，申し訳ないんです。     
I：C小学校の放課後子どもプラン推進事業に基づいて子どもたちと関わることで，子どもたちのニーズや子どもたちの遊びの実態に対応
できていると考えますか？                
A：C小はね，対応できていると思います。                                     




す。                                               





I：では，あのーC小学校の放課後子どもプラン推進事業に基づいて，子どもたちと関わる中で，やりづらさを感じることはありますか？                                        
A：やりづらさ。                                                      
I：もしあるとしたらそれはどのようなことですか？                                 
A：やりづらさっていうのは別に…ないなぁ。うーん，それは別にないですね。子ども教室の方ですよね。あっ，プランの方ですよね，…
は別にないです。はい。                     
I：最後に児童館，公民館，その他の子育て支援施設などと，比較すると放課後子どもプラン推進事業はどのような特徴があると考えます
か？                                 
A：児童館とね，子どもプランは全然内容が違うのでね，比べようがないと思うんですけど。児童館っていうのは図書室もちゃんとあっ
て，遊ぶところもあってでしょ。だから，児童館とは比べることはできないと思うんですよね。で，公民館もね，子どもにはちょっと縁
遠いところなんでね，あれだし…。わかんない。          
I：わかりました。また，そのような児童館，公民館，その他の子育て支援施設などともし連携がとれるとしたらどのように連携がとれる
と考えますか？                            
A：連携ねー。子ども支援っていったらファミサポですか？                               








D 小学校放課後子どもプラン 6名 
１．放課後子どもプラン・マネージャー（2008 年 9 月 10 日） 
I：では，まずこのお仕事につかれたのはいつ頃からですか？ 


































A：えっとね，週 1回のやつはどこも 2年間とか 3年間は，このプランのたたき台をつくろうっていうことで，3年間んだったり，うちは
2年間なんだけど。週 1回だけ。どこの学校も週 1回だけ。どこの学校も週 1回だけやってました。 
I：その時，ボランティアさんてたくさんいました？ 























































































































































































































２．放課後子ども教室指導員D－①（2008 年 10 月 29 日） 
I：質問の前にいくつかお聞きしたいことがありまして，先生はいつごろからこのお仕事をはじめられたんですか？ 
A：今年の 5月 1日です。                                                 
I：5月 1日から。  
I：そのきっかけなどは？                                                
A：きっかけは…資格をいかして採用。 
I：資格？                                                           
A：教員資格があるんで。実践ないです。教育実習どまりです。一応，ここの募集が教師もしくは保育士の資格ありなんですよ。違うんで
すよ，他の方は知らないんですけど，今私が入る段階で働いてる方は別として，4月からの募集の人は保育士もしくは教員免許…を有する
っていう条件だったので，それでです。                                                 
I：それで。その免許は小学校？                                              
A：中高です。                                                       
I：中高の。わかりました。 
I：以前はそういうお仕事は？学校以外とか                                               
A：してないです。教育関係の仕事はしてないです。途中で落ちます。赤ペン先生とかもペーパーはうかるんですけど，最終的に採用なし
になるんですよね。あぁいうのとかもやるんですけど，結局人数満杯なんで，空きがないとだめなんですよね。                        
I：わかりました。              
I：では，あのー質問の方に移らさせていただきます。D小学校の放課後子どもプラン推進事業において子どもたちと関わる上で，子どもた











外が一番かなって思うんですけど。日光浴びるっていうのも大事なことだし。                                          














そういう傾向があります。すごい主張がないの。                     

















けどね。行ってきなよみたいなことは言うけどね。最初からは言わない。                                             
I：このような大人の関わり方っていうのは…                                
A：大人の関わり方ですか？                                               


































週 1とか週 2の子は，本人 g望んで入ってると思うんですよ。ただ，毎日の子たちっていうのはそこら辺のところが違うから，来て，きざ
る負えないっていう状況においてるから，ちょっと入ってる時の間かうが違う。だから，まず工作をして時間をつぶそうとか，そういう感
じ。差が…                       







あるっていうのは，たぶん他ではないから，そういう意味では画期的だとは思いますけどね。   
I：D 小学校で放課後子どもプラン推進事業に基づいて子どもたちと関わる中でやりづらさをかんじることはありますか？もしあるとした





たりなかったり，相手の人によりけり。いろんな人がいるから。                                         




ですよ。                                                        
I：いつ…                                                           
A：えっとー，19と 26．学びの里で。なんかそういう協会の人が来て，いろいろ指導受けるんです，遊び方の。                                                      
I：地域…M市全域の指導員の方と，ボランティアの方，指導員の方は学童も？         
A：両方。全部集めてやるんですよ，2回も。                                     
I：なんか 10月にもありませんでした？                                        
A：10月はあのー学童の方の交流会。他の小学校に一日交換会するんですよ。他の小学校でやってることを一日体験して，交換する見たい
なんですよね。それはもうやってます，10月に。それは学童の指導員だけ。放課後子どもプランの方はないんですけど。なんか人事交流す
るらしいですよ。移動があるんですって。放課後子どもプラン。                                
I：プランの方にもですか？                                                  
A：なんで移動って？まだ 1年たってないのに…と思って。                         
I：10月に学童の方の移動があったんですよね。                                 
A：移動っていうか，一日交換，一日違う場所で研修してくるんです。それが 10 月あって，11 月もいっぱいあるみたいですよ。今度，指
導員の方は…放課後子どもプランの指導員の方は 12 月から移動があるって。転勤。格差をなくすんだって，学校格差。やってるないよう
が各学校で微妙に違うし，勤務時間とかも違うんですって。人数が多いところとか，あと指導の終わったあとに打ち合わせとかを，準備と
かをする学校は残業になってるから，それをなくすみたいな…。     
I：残業をなくすってことですか。                                            
A：みたいです。うちはあんまりないですけど。人数少ないし，多いところとか，ボランティアさんが熱心なところは打ち合わせを終わっ
たあとにやるらしいんですよ。とかそういう…だから，12月から移動が始まるらしいんですよ。やっと名前とか覚えたのに…。                  
I：そうですよね，19年の 7月とかその辺から始まったものですよね。                    
A：だから，1 年たったくらいで，やるみたいです。そういう意向があるってこないだ手紙が来たから。けっこういろいろ取り組んでるみ
たいですけどね。                           




たいですよ。次の移動で。               
I：最後に児童館とか公民館，その他の子育て支援施設などと比較してみると放課後子どもプラン推進事業にはどのような特徴があると考













３．放課後子ども教室指導員D－②（2008 年 9 月 9日） 
I：最初なんですけど，あのーD－②さんがこの仕事をはじめられたのはいつ頃からですか？   
A：えっと，これが始まったと同時かな。昨年の 7月からですね。始めた時からですね。その前は週 1回っていうのをやって…地域？                                       
Ｉ：地域子ども教室？                                                     
Ａ：それのボランティアさんで，週 1回だけ。それ自体が週 1回だったんで，あれだったんですけど。週 1回はでてたんですけど，それの
延長みたいな感じでやってるんですけど。 











しってことで，うちの子どもたちは 1週間通して 2人ともはいってるんですよ。                                                          
I：じゃあ，ちょうどいいんですね。一緒にここにいられて，仕事ができて。                
A：そうなんですよね。そんで子どもたち休みのときにはお休みできるし，みたいな。ずっとだから午後は，子どもたちとずっと一緒で，
で一緒に帰るんで。                         
I：うらやましいですね。                                                
A：子どもたちは窮屈かもしれないですけどね。 
I：D 小学校の放課後子どもプラン推進事業において，子どもたちと関わる中で，子どもたちのあそびについて日ごろどのようなことを考
えていますか？                        
A：子どもたちの遊び…ていうのは，子どもたちが遊んでる…遊びに対して，遊んでることに対してってことですか？                                             
I：そうですね，子どもたちの遊んでる姿だったり…                              
A：うーんと男の子は，どこでもいっしょだと思うんですけど，学年関係なく団体で，だーって遊んでたりするんで，すごく…で，うちも
男の子が 2人なんで，どっちかっていうとそういう遊びをしてもらいたいって感じなんですよ。なんか誰それ関係なくみんなでわーって遊
ぶのがいいなっと思う。女の子に関してはあっちでこちょこちょ，こっちでこちょこちょ。で，その中でだれだれちゃんはいれないとか。                                                





















なって思いますけどね。                                    
I：見守る形が…                                                        
A：うん，いいと思いますけどね。               
I：実際にもそのように関われていますか？                                    
A：うん，普段はそうしてますね。もちろん一緒にあそぼっていわれればなんでも，外で遊ぶのは嫌いじゃないんで，なんでも一緒にやり
ますけど。そうでない限りは，ちょっと離れたところから見てたりとかですね。ちょっと危ないことがあれば注意したりとかそんな程度で。          






なっていうときぐらいですかね。                                   
I：自由に遊ばせるってことと，やっぱその危険ていうものってなかなかうまくバランスとりながらかかわっていくのって難しいかなと思










のかなって思いますね。                           I：そんなときっていうのは，どのような点において言
えますかね？                     
A：うーん，どういう点。毎日来てる子はあれですけど，週 1とか週 2とかっていう子は，必ず…必ずっていうか，その辺であったりする
と，明日行くからねーとか。                     




すよね。そういうところからまぁそうなのかなって思いますね。        
I：先ほどの遊んでる姿とかっていうのをお聞きしたとおもうんですけど，そういうところと照らし合わせてみて，ここでやられてることは
どうですかね，対応できている…               
A：遊び…？照らし合わせて？                                              
I：ちょっとわかりにくかったかと思うんですけど，先ほどの自由に遊ばせたいっていうものとかと，子どもたちの実際のその状況みたいな
ものと，…にあわせて，放課後子どもプランの方でどういうかたちで関わるのかっていうのは調べててわからないところなんで。           
A：子どもと大人の関わり？遊び？                                        
I：遊びの…そうですね，子どもたちの遊んでる実態に対応できているかっていう…            
A：対応できているのかな…・。 
I：D 小学校で放課後子どもプランに基づいて子どもたちと関わる中で，やりづらさを感じることはありますか。もしあるとしたらそれは
どのようなことでしょうか？                   
A：やりづらさ…。２つあって，それ子どもとの関係ってことですか？                    









































ていうのと，あと，向うは指導員さんがいて，中に入って，いろいろやったりなのかなーって，そういう違いがあるのかなって思いますね。                     
I：またなんですけど，児童館とか，公民館とかその他の子育て支援施設などと，もし連携がとれるとしたらどういうふうに連携がとれると














４．放課後児童クラブ指導員D－③（2008 年 10 月 29 日） 
I：では，まずインタビューの前になんですけど，このお仕事始められたのはいつからですか？  
A：今年の 6月からです。 
I：きっかけなどは？                                                   
A：あのー，前任の方…うちのおむかいの方が前任でやってらっしゃって，それで，ほんとに週に１回だけお手伝いって形で，始めさせて
いただいた。で，私，お向かい同士で知り合いなので，年齢的にやれるんじゃないと声をかけていただいて…がきっかけですね。だから，




A：最初は戸惑っちゃって，大変でした，ほんとに。                                                              












ない状態になってたけれども，そういうときにちょうど声をかけていただいたので。                                                      
I：そのお向かいの方っていうのは，こちらの方ですか？                           
A：今いらっしゃらなくて，ながいさんなんですけど，ご存じないですかね…。もうおやめになっちゃったので，自分がもうやめるのでっ
てことで代わりにってことで…                    











ますよね。                                          
I：そうですね，今日もいっぱい走りましたし。                                   
A：そうですよね。ここに預けられる方って割りと決まってますよね。私なんか預けてなかったわけだし，そういう場があるっていうのは
いいなって。お母さんが限られた中でしか預けられないと，逆に問題なのかなって，遊びたければみんなで遊べばいいと思うし。遊び場所
がないから。                                                            
I：このあたりはあまりないんですかね？                                      
A：地域はよくわからないですけど，あたしは自分の子どもの時に関しては，安全な場所っていうのは，公園も危険だって状況じゃないで




のようにかかわるべきだと考えられますか？                                                                                     
A：わたしは，しみじみどういうふうにしたらいいっていうのをちょっと，何もなく安全に見守るって感じで言われてますね。できれば今
一緒にね，遊べる時は遊んであげればいいと思いますけど，基本的には子ども同士が遊ぶのを見守るのが大事かな。あとは，それは外で遊
ぶ場合だったり，中で手芸する時は一緒に遊んだりもするし，なんか…そんな感じかな。           





は助けるんではなく，一緒にやっちゃうんで，また来て，他の遊びきてるのに，ばーっと来て…。なんでこうなるのって。                                                        
I：なるほど，それは悩み…                                             
A：あまり見ないですか，そういう状況は？                                     
I：僕はあんまり今日は見てなかっただけで…                                 
A：わりと多くて，私たち手をやいてるっていうか…                               
I：喧嘩が多いなっていうのはよく見ますけど…                                
A：多いですよね。女の子もやっぱり，女の子がそういうのが多く，仲間外れとか見えないとこで見えないところでやってますよね。喧嘩
もしてるし，まぁけんかはねいいんですけど。やっぱり，くっついて，こっちくっつくと一人になっちゃうみたいなのしょっちゅうやって
るから，よく見てますけど，様子見てないと，男の子とちがって，そういう暴力がないだけにわからないっていうのがあるのかな…                                                  
I：見えにくいですよね。                                                
A：わりと高学年ていうか，3 年生になると多いですね。そういうの…。なんていうんだろう，力関係なのかな。命令する子はいつもする
し。見えないですよね，そういうのはね…         
I：いや。いつもはいってるともしかしたら見えるのかもしれないですね。                 
A：そうです。今日は仲良くしてるなって思うとほっとするんですけどね。                 
I：それは，当初の入った時からもけっこう悩みですかね？                         
A：ありますね，というより聞いてますから，そういう関係。仲良し 3人組だけど，しょっちゅう 2人になっていて，一人になったりって
いうのを…                                 







あるんですけど，だからつづいてるみたいな感じ…うん。                                    
I：そうですよね，かわいいですよね。                                      
A：反抗されるんだけど，いつも反抗してるわけじゃなくて，素直にお花つんできたよとか…なつくっていうのは変だけれども，慣れてき
てくれて。                               




は言えないわって思うときありますね。                                                   
I：たしかに，しっかりしてるなーって思うときありますね。                            
A：情報がいっぱいあるから，テレビもパソコンも使えるし，すごいんでしょうね。 
I：わかりました。D 小学校の放課後子どもプラン推進事業に基づいて子どもたちと関わることで，子どもたちのニーズや子どもたちの遊










は。                                                     
I：そういうはやりみたいのって，けっこう大人が…                               
A：あのね，どこかではやってたのを聞いて，見せたりするのかな。ただ，持ってくると，一人がやり始めると，やるみたいな。どこかの
児童クラブでやってたのか，幼稚園でやってのかちょっとわからないんですけど，はやりはじめ…そうですね。                           
I：なるほど，はやりか。子どもたちの中からそういうはやりとかでてくることあったりします？     
A：基本的に持ってきてはいけないじゃないですか。学校ではほらそういう…だからちょっとそれはわからない。そうですね。 
I：D小学校で，放課後子どもプラン推進事業に基づいて，子どもたちと関わる中で，やりづらさを感じることはありますか？もしあるとし








いろんな子がいていいよって受け入れられない子が多くて，ちょっと変わってるだけで，変な奴みたいな感じでいうんですよね。                         
I：子どもとの関わり方ってところでやりづらさっていうか，先ほども言っていただいた悩みのようなものがあるって…                                                 
A：例えば，子どもから，悪い言葉で言われる，私たちも言われるわけだから，そういうときって，私も割りと一人の人間なんで，けっこ
うすごく嫌な思いをするわけですよね。その一言がけっこうひきづっちゃって，落ち込む時ありますね。ほんとね，言った方はねどうって
ことなく言うんですけど，子どもたちだから。                                          
I：けっこうありますよね。でも，僕も言われるときあるんで。                             
A：そうですよね，きっと言ってる子はすぐ忘れて，なんでもなくまた次にお願いってきて…。なんなんでしょうね，慣れなきゃいけない
なって自分でも思うんですけど。けっこう傷つく…ものなんだなって改めて思いますね。                                         
I：そういうとき：どうやってきりかえとか…                                     
A：忘れっぽいんで…。（子ども乱入）                                  
I：…切り替えうまくできないなって思う時，僕もよくあるんで。                        
A：でも，先生，男の先生…なんかみんな大好きですね。なんかいいなー。男の先生もいらっしゃったほうがいいなと思います。だって，
男の子の相手なかなかできないですよね。ほんとに動き回ってるし，何してもへたくそーとかって，ボールけってもまっすぐいかないじゃ
ないですか。やっぱり相手になんないってわかってるから子どもたちも。なんかそういうのもね，必要だなっておもいますね。                                                 
I：僕なんか逆に年頃の女の子から，ここだとそんなでもないんですけど，たまにこう毛嫌いされてしまうときがあるんで。                                              
A：先生目指してらっしゃるんですか？先生じゃなくて，もっと上の…                   
I：もともとは小学校の先生になりたかったんですよ。でも，学校にはいっちゃうとやれないこと多いなっていうのを実感しちゃって。自分
のこういう学童とかの遊んでる姿が好きなんで，…を研究していけたらなと…大学の方に勤められればなと考えてます。                                          
A：男の人がなかなか先生になる人少ないんですよね。                            
I：そうですよね。４校しか回ってないですけど，あんまり見かけてないですね。              
A：やっぱり小学校の先生とかには女の先生ばかりだしね…。子どもたちも減ってるんでしょうね，人数がね。ここ一番少ないんでしょう
けど。                              
I：ここも減っているんですかね？                                            
A：減っているんじゃないんですかね。私の子どもたちは M 市でも G の小学校なんで，もっといましたから。学年ごとに一クラスってほ
んと減ってきてたから，少なくなってきたな～って。あのー娘も幼児教育やりだして…（子ども乱入）…そういう時もあったんだけど，や












っていうのはちょっと不公平かなって思いますね。自分のうちで働いてるわけだし。                                          
I：なんかこの昨年から始まってるこの放課後子どもプランっていうのは，なんかその働いてない親の子どもも通えるように しましょうっ







がとれればと考えますか？                  
A：児童館っていうのは，どんあだれでも遊びにいけるんでしたっけ？                  








５．放課後児童クラブ指導員D－④（2008 年 9 月 9日） 
I：まず，先生のこれまでの，子どもたちにかかわってきた，この仕事に就いた流れをお聞かせいただきたいなと思うんですけど。                                           
A：仕事についた流れっていうのは，この仕事を始めるにあたっての動機というか，そういうことですか？そうですね，私は，主人が転勤















友達に聞いたもんですから。あっ，これだったらできるかなーっと思って，やってます。                                                               
I：いつごろから，それでお始めになったんですか？                               
A：だから，今 5年目。5年目だけど，4年…と 10か月くらいかな。来年の 1月でまるまる 5年になりますね。                                                           














遊べるんで，…ですね。                                        
I：実際，D小の子どもたちはけっこう自主的に遊べるんですか？                        
A：そうですね，ここの子たちは結構自分たちで遊べますね。やっぱり 1年生なんかがまだちょっとお友達関係がまだできないじゃないで
すか。やっぱそういう子たちがまとわりついてはくるので，そういう子たちと一緒に遊んであげる…。あげるっていうのは変な話ですけど，
やっぱりさみしい思いはさせたくないので…                                     









てるから遊びなさいっていう線を引くんじゃなくて，関わりあいながらも自分たちで遊べるように仕向けて行く…かなーっと思ってます。              
I：実際にはそのように取り組めているとお考えですか？                             
A：自分では，そのようにしてるんで，はい。                                               











もいる。そういうのを見てると，あぁ自由の方がいいのかなっていうのがある。                     










ら，それはどのようなことですか？               




























ば…                                     














６．放課後児童クラブ指導員D－⑤（2008 年 9 月 9日） 
I：このお仕事について，どれくらいになりますか？                                 
A：11年くらいかな。自分でも驚くんですけど。                                   
I：すごいですね…。                                                  
A：やっぱり，それは結局この仕事が一番自分にあってるような感じだったんで。            
I：それはどういうところが…                                             
A：やっぱ人間が…人間相手ということは面白いことですよね。大変な時もあるんですけど，面白い時が多いかなっと思って。  
I：てことは，ここ…11年前からちょうど…                                    
A：M小の児童クラブにずっとお世話になって，今年の 4月にここに来たんです。           
I：そうなんですか？                                                    
A：えぇ。      
I：じゃあ，つこうと思った動機なんていうのも…                                
A：自分であのー幼稚園教諭の免許持ってたんで，それを役に立てたいってことと，やっぱし子どもというか人間相手の仕事が楽しいかな
っと思って。                            





すね。             
I：成果がでないってことは，利点ですかね，それとも…                          
A：なんでしょうかねー。まぁ，人間相手っていうのはちょっと先に成果がでることと，すごく遠くの将来に成果がでるものといろいろあ
るじゃないですか。まぁ，遠い将来じゃないけど，近い将来でもないかもしれないけど…まぁねー。子どもの幸せっていったらおかしいで
すけど，それに少しでも関われるんならば，いいかなと思いますよね。わかんないですね，ほんとに…ほんとにわからないです。      
I：D 小学校の放課後子どもプラン推進事業において子どもたちと関わる中で，子どもたちの遊びについて日ごろどのようなことをお考え




子どもの安全を考えたらこの方法は意外と今の時代だとベストなのかなとは思いますけど。                                              
I：今の時代には…あぁ。                                               
A：誘拐とかね…。不審者とかいるんで，やっぱ大人の目があるっていうことで，子どもの安全守れてるってところもあるのかなと思うん
ですけどね。だけど，ほんとに子どもたちのたくましさっていうんですかね，そういうのがどこにいっちゃうのかなって思いますけど。ね
ー。        
I：そうですね。子どもの世界っていうと…                                      
A：どんな感じであったかは知らないんですけど，優しさとかお友達に対する思いやりとかね，そういう遊びの中で培われたものもきっと
あるような気もするので…。          




ますね，今の時期はね。                               
I：そういうときに，例えば意図的にそういうことをしようってことは，先生方はなさりますか…そのー集団で遊ぶようにさせようとかって
…                                    
A：いやーたまたまね児童クラブの子どもが今日はリレーやりたいってことで，あのーバトンがなかったものですから，マネージャーにね，
バトン児童クラブになかったんですかって言ったら，学校の方から借りてくれるってことで。バトン借りたことで，子どもたちがまとまっ
たみたいなのね。それがあるから，…でやろうって。そういう子どもたちのね気持がまとまればすごいですよね。なんでもね。                                                   
 
 
I：そうですね。すごいですね，それは。                                      
A：すごいですねって，普通じゃないですか？                                   
I：なかなかまとまらないなって思う時もあるし…                                 
A：だけど，まとめる子がいればね。そんときはまとめる子がいましたね，そういえば。男の子だったかなんかがまとめてくれましたね。                                      
I：へぇ，リーダーみたいな感じ…                                           
A：ねぇ，ほんとほんと。                    
I：D小学校で放課後子どもプランに基づいて子どもたちと関わる上で大人はどのように関わるべきだと考えますか？                                               
A：そんときによって違うんですけど，ある時は先頭に立って，ある時は後ろからついてく。だから，いつも後ろからついてばかりだと，
子どものあれが…動かないような気もするから。そんなことも大事かなと思うんですけどね。                                       






な感じだからね。なじめるんですけど。                         
I：そうですよね，わかりました。 
I：D 小学校で，放課後子どもプランに基づいて子どもたちと関わることで，子どもたちのニーズや子どもたちの遊びの実態に対応できて




うにやっていこうって考えをだしあって，やっていくような感じになんじゃないかなって思うんですけどね。                                         
I：これから…                                                      
A：まだ始まったばっかですよね，この制度。                                    
I：そうですねー。                                                    
A：これからだと思うんですけど。            




んなじようにやってはいますけどね。                      
I：そういうのもなんか関係してきますか？                                    
A：いやー，どうだろう。ねー，だって金銭的にもぜんぜんね，児童クラブと教室のじゃぜんぜん違いますよね。お金のかかり具合も全然
違うしね。わかりませんね，それはね。先にどういう風に動いてくかではわからないけどね。                                       




風にって，いいんじゃないですか，考えをだしてくださったらね。子どもたちのためにね。     
I：D 小学校で，放課後子どもプラン推進事業に基づいて子どもたちと関わる中で，やりづらさを感じることはありますか？もしあるとし
たらそれはどのようなことですか？              
A：やりづらさ…それは感じないですね。これから始まったばかりなんで，ある程度，始まって，どういう風に変化していくかわかりませ
んけど。子どもたちの制度ですのでね，子どもたちがいいように変わっていけばいいかなと思いますけど。                              
I：じゃあ現状は，働きやすいといいますか…なんといいますか。                      
A：はたらきやすい…そんな考えたことないからわからないです。ちょっと考えたことないからわからないですけどね。そうですね，そん





































M 小学校放課後子どもプラン 3名 










































































































































































































































































































































































































































































２．i 子ども教室指導員（2013 年 9 月 18 日） 
I：M小で勤められて何年目になりますか。 












































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































Ｆ１．回答者の属性     ・・・・・・・・・・・・・・・・・ （            ）  例）校長，教頭など 





１．小学校教諭として放課後児童クラブにかかわったことがある １ ２ 
２．小学校教諭として放課後子ども教室にかかわったことがある １ ２ 
３．校長又は教頭として放課後児童クラブとの関係づくりにかかわったことがある １ ２ 
４．校長又は教頭として放課後子ども教室との関係づくりにかかわったことがある １ ２ 
５．教育委員会の職務として放課後児童クラブにかかわったことがある １ ２ 





１．ご家族が，放課後児童クラブで指導員として働いている／いたことがある １ ２ 
２．ご家族が，放課後子ども教室のボランティア等を行っている／いたことがある １ ２ 
３．お子さん又はお孫さんが放課後児童クラブに通っている／いたことがある １ ２ 







１．放課後児童クラブ １ ２ 
２．放課後子ども教室 １ ２ 
３．上記の２点に代わる「子どもの放課後対策事業」（例：児童館など） １ ２ 
Ｑ２．Ｑ１―１放課後児童クラブに「１．あてはまる」とお答えいただいた方にお聞きします。貴校の児童が通う「放
課後児童クラブ」の実施場所について，あてはまる番号に〇をつけてください。（複数回答可） 
   １．学校敷地内-余裕教室                 ２．学校敷地内-専用施設（プレハブなど） 
   ３．学校敷地外-近隣児童福祉施設           ４．学校敷地外-その他の施設 







１．学校敷地内-余裕教室・図書館・校庭など      ２．学校敷地内-専用施設（プレハブなど） 
３．学校敷地外-近隣児童福祉施設           ４．学校敷地外-その他の施設 
５．その他（                       ）   ６．わからない 
（２）貴校の児童が通う「放課後子ども教室」の実施頻度（長期休業期間を除く）について，あてはまる番号に
〇をつけてください。 
１．平日の放課後（毎日）    ２．平日の放課後（週 1回）    ３．月 1～２回 
４．年に数回            ５．その他（          ）    ６．わからない 
Ｑ４．貴校では，校務分掌として，「子どもの放課後対策事業」との関係づくりを担う担当教職員がいらっしゃいま
すか？あてはまる番号に〇をつけてください。 














１．放課後等に子どもが生活する場である １ ２ ３ ４ 
２．放課後等に子どもが遊ぶ場である １ ２ ３ ４ 
３．自主性や社会性，創造性を育む場である １ ２ ３ ４ 
４．生活習慣の基礎を身につける場である １ ２ ３ ４ 
５．家庭の代わりの場である １ ２ ３ ４ 
６．保育所の延長の場である １ ２ ３ ４ 












１．子どもと遊ぶことである １ ２ ３ ４ 
２．子どもの保護者の支援を行うことである １ ２ ３ ４ 
３．子どもに生活習慣の基礎を身につけさせることである １ ２ ３ ４ 
４．子どもが自由に遊ぶのを見守ることである １ ２ ３ ４ 
５．意図的・計画的に子どもを育てることである １ ２ ３ ４ 















１．子どもが好きであれば誰でも担うことができる １ ２ ３ ４ 
２．資格がなくても子育ての経験があれば担うことができる １ ２ ３ ４ 
３．適切な資格によって専門性が保障されるものである １ ２ ３ ４ 
４．教育や保育などの高度な専門性を有するものである １ ２ ３ ４ 
Ｑ８．学校と放課後児童クラブとで，連携実践として行っていることについてお聞きします。あてはまる番号に〇を
つけてください。（複数回答可） 
１．教職員と指導員が参加する協議会（定期的）            ２．教職員と指導員が参加する協議会（随時） 
３．お互いの行事に積極的に参加                    ４．特別な支援が必要な児童のケース会議 
５．個々の担任と指導員間での情報共有                 ６．お互いの年間計画の交換 
７．発行物（学級だよりやクラブだより）の交換               ８．学校遊具に関する決まり事の確認 
９．翌年度の放課後児童クラブの申し込み案内を学校で配布   １０．合同避難訓練の実施 




１．子ども間の関係性（いじめなど）           ２．不登校児の状況        ３．台風等による下校時刻の変更 
４．インフルエンザ等での学級閉鎖           ５．アレルギー情報         ６．児童虐待が疑われる児童の情報 
７．日常的な児童の情報                 ８．不審者の情報          ９．貧困家庭の児童の情報 
１０．学校での喧嘩や怪我等の情報          １１．障がい児の情報        １２．外国籍の児童に関する情報 
１３．新たにクラブに入所する児童の学校での様子 １４．児童の家庭環境の情報   １５．体調に変化のあった児童の情報 
Ｑ１０．放課後児童クラブとかかわることでのメリットについてお聞きします。 
（１）放課後児童クラブとの連携は，学校にとってメリットがあると思いますか。 
１．はい         ・        ２．いいえ 
























１．放課後等に子どもが生活する場である １ ２ ３ ４ 
２．放課後等に子どもが遊ぶ場である １ ２ ３ ４ 
３．体験的な学びの場である １ ２ ３ ４ 
４．地域住民との交流の場である １ ２ ３ ４ 
５．放課後等に宿題や課題を行う場である １ ２ ３ ４ 
６．家庭の代わりの場である １ ２ ３ ４ 
７．学校教育を補完する場である １ ２ ３ ４ 
Ｑ１２．学校と放課後子ども教室との関係についてお聞きします。下記の項目について，あてはまる番号に〇をつ
けてください。（複数回答可） 
１．教職員とコーディネーターが参加する協議会（定期的）     ２．教職員とコーディネーターが参加する協議会（随時） 
３．お互いの行事に積極的に参加                    ４．合同避難訓練の実施 
５．個々の担任とボランティア間での情報共有             ６．お互いの年間計画の交換 
７．発行物（学級だよりや放課後子ども教室）の交換           ８．学校遊具に関する決まり事の確認 
９．放課後子ども教室の申し込み案内を学校で配布         １０．教育活動や放課後子ども教室実践への相互協力 
Ｑ１３．放課後子ども教室とかかわることでのメリットについてお聞きします。 
（１）放課後子ども教室との連携は，学校にとってメリットがあると思いますか。 
１．はい         ・        ２．いいえ 
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